
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
適
合
性
判
定
員
の
要
件
）

（
適
合
性
判
定
員
の
要
件
）

第
四
十
条

法
第
五
十
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
五
十
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
適
合
性
判
定
員
に
必
要

な
建
築
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ
て
、
次
条
か
ら
第
四
十
三
条

ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下「
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
」と
い
う
。）

を
修
了
し
た
者
。
た
だ
し
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
の
評
価
員
で
あ
る
者
に

あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
っ
て
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
場
合
は
、
登
録
適
合
性
判

定
員
講
習
を
修
了
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
適
合
性
判
定
員
に
必
要
な
建
築
に
関

す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ
て
、
次
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
の
規
定

に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
」
と
い
う
。）を
修
了
し

た
者

イ

建
築
基
準
法
第
五
条
第
三
項
の
一
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
合
格
し
た
者
で
、
同
法
第
七

十
七
条
の
五
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
て
二
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

ロ

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士

ハ

建
築
士
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
建
築
設
備
士

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物

適
合
性
判
定
員

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
二
号
）
第
三
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物

一

建
築
基
準
法
第
五
条
第
三
項
の
一
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格

者
検
定
に
合
格
し
た
者
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
一
項

に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
て
二
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る

も
の

二

建
築
士
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士

三

建
築
士
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
建
築
設
備
士

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

者

建
築
士
法
第
三
条
の
二
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
前
項

の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除

く
。）

一

前
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

二

建
築
基
準
法
第
五
条
第
四
項
の
二
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格

者
検
定
に
合
格
し
た
者
で
、
同
法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
一
項

に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
て
二
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る

も
の

三

建
築
士
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

者

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
八
号

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫





前
二
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築

物
以
外
の
建
築
物

一

前
二
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

二

建
築
士
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
木
造
建
築
士

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

者

二

（
略
）

二

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
）

（
登
録
の
要
件
等
）

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
講
師
と
し
て
講
習
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
講
師
と
し
て
講
習
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

適
合
性
判
定
員
（
第
四
十
条
第
一
号
の
表
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
三
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
登
録
適
合
性
判

定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
を
除
く
。）又
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）と
し
て
三
年
以
上

の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

イ

適
合
性
判
定
員
と
し
て
三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

（
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
四
十
五
条

講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件

並
び
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条

講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件

並
び
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
条
第
一
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
受
講
資
格
と
す

る
こ
と
。

一

第
四
十
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
受
講
資
格
と
す
る
こ
と
。

二
〜
十

（
略
）

二
〜
十

（
略
）

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

第
五
十
六
条

法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
六
条

法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
は
、適
合
性
判
定
員（
第
四
十
条
第
一
号
に
定
め
る
者
に
あ
っ

て
は
、
同
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
（
登
録
適

合
性
判
定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
る
。）の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画

に
関
す
る
書
類
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書

類
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

様
式
第
一
（
第
一
条
第
一
項
関
係
）（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

様
式
第
一
（
第
一
条
第
一
項
関
係
）（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

（
略
）

（
略
）

（
第
五
面
）

（
第
五
面
）

［
非
住
宅
部
分
に
関
す
る
事
項
］

［
非
住
宅
部
分
に
関
す
る
事
項
］

【
１
．
非
住
宅
部
分
の
用
途
】
～
【
３
．
基
準
省
令
附
則
第
３
条
又
は
令
和
４
年
改
正
基
準
省
令
附
則
第

２
項
の
適
用
の
有
無
】
（
略
）

【
１
．
非
住
宅
部
分
の
用
途
】
～
【
３
．
基
準
省
令
附
則
第
３
条
又
は
令
和
４
年
改
正
基
準
省
令
附
則
第

２
項
の
適
用
の
有
無
】
（
略
）

【
４
．
非
住
宅
部
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
】

【
４
．
非
住
宅
部
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
】

（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
事
項
）

（
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
事
項
）


基
準
省
令
第
１
条
第
１
項
第
１
号
イ
の
基
準


基
準
省
令
第
１
条
第
１
項
第
１
号
イ
の
基
準

基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

Ｇ
Ｊ
／
年

基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

Ｇ
Ｊ
／
年

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ） 基準省令第１条第１項第１号ロの基準

基準省令第１条第１項第１号ロの基準 ＢＥＩ（ ）
ＢＥＩ（ ） 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ＢＥＩの基準値 ） （ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ）

【５．備考】 【５．備考】

（略） （略）
（注意） （注意）

１．～５． （略） １．～５． （略）
６．第五面関係 ６．第五面関係
～ （略） ～ （略）
 【４．非住宅部分のエネルギー消費性能】の欄は、以下の内容に従って


記載してください。  【４．非住宅部分のエネルギー消費性能】の欄は、いずれか該当するチェックボックスに


「✓」マークを入れた上で


記載してください。


（一次エネルギー消費量に関する事項）について、該当するチェックボックスに「✓」
マークを入れた上で記載してください。

（新設）



「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下この及びにおい
て同じ。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合にお
ける当該基準一次エネルギー消費量（において「引上げ前の基準一次エネルギー消費量」
という。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中「EST＝
｛（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋ESV＋ESL
＋ESW＋ESEV＋EM）×10－３」とします。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を
切り上げた数値としてください。

（新設）



「ＢＥＩの基準値」は、基準一次エネルギー消費量を引上げ前の基準一次エネルギー消
費量で除したものをいいます。なお、非住宅部分を二以上の用途に供する場合にあっては、
用途ごとに算出した基準一次エネルギー消費量の合計を、用途ごとに算出した引上げ前の
基準一次エネルギー消費量の合計で除したものをいいます。「ＢＥＩの基準値」を記載する
場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

（新設）

（削る） 

「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基準
一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）で除したものをいいます。「Ｂ
ＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

７．～９． （略） ７．～９． （略）
様式第二十二（第十二条第一項及び附則第二条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第二十二（第十二条第一項及び附則第二条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番）

（略） （略）
（第三面） （第三面）

建築物エネルギー消費性能の確保のための構造及び設備に関する計画 建築物エネルギー消費性能の確保のための構造及び設備に関する計画
［建築物に関する事項］ ［建築物に関する事項］

【１．地名地番】～【14．該当する地域の区分】 （略） 【１．地名地番】～【14．該当する地域の区分】 （略）

令
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
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
月


日
金
曜
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外
第
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
号
)

官
報






【15．建築物全体のエネルギー消費性能】 【15．建築物全体のエネルギー消費性能】
【イ．非住宅建築物】 【イ．非住宅建築物】
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ） 基準省令第１条第１項第１号ロの基準

基準省令第１条第１項第１号ロの基準 ＢＥＩ（ ）
ＢＥＩ（ ） 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ＢＥＩの基準値 ） （ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ）

【ロ．一戸建ての住宅】 【ロ．一戸建ての住宅】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ） 冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ）

基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ） 冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ）

基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

【ハ．共同住宅等】 【ハ．共同住宅等】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
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国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

【ニ．複合建築物】 【ニ．複合建築物】
基準省令第１条第１項第３号イの基準 基準省令第１条第１項第３号イの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ） 基準省令第１条第１項第１号ロの基準

基準省令第１条第１項第１号ロの基準 ＢＥＩ（ ）
ＢＥＩ（ ） 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ＢＥＩの基準値 ） （ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
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基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令第１条第１項第３号ロの基準 基準省令第１条第１項第３号ロの基準
（複合建築物） （複合建築物）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外

【16．工事着手予定年月日】～【18．備考】 （略） 【16．工事着手予定年月日】～【18．備考】 （略）

（略） （略）
（注意） （注意）

１．～３． （略） １．～３． （略）
４．第三面関係 ４．第三面関係
～ （略） ～ （略）
 【15．建築物全体のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択
した用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してくださ
い。なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

 【15．建築物全体のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択
した用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してくださ
い。なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

～ （略） ～ （略）
 「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下この及びにおい


て同じ


。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合にお


ける当該基準一次エネルギー消費量（において「引上げ前の基準一次エネルギー消費量」

という。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中「EST＝

｛（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋ESV＋ESL

＋ESW＋ESEV＋EM）×10－３」とします


。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を
切り上げた数値としてください。

 「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。


）で除したものをいいま

す。

「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。
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

「ＢＥＩの基準値」は、基準一次エネルギー消費量を引上げ前の基準一次エネルギー消
費量で除したものをいいます。なお、非住宅部分を二以上の用途に供する場合にあっては、
用途ごとに算出した基準一次エネルギー消費量の合計を、用途ごとに算出した引上げ前の
基準一次エネルギー消費量の合計で除したものをいいます。「ＢＥＩの基準値」を記載する
場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

（新設）

 （略）  （略）
５．・６． （略） ５．・６． （略）
様式第三十三（第二十三条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第三十三（第二十三条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番）

（略） （略）
（第三面） （第三面）

建築物エネルギー消費性能向上計画 建築物エネルギー消費性能向上計画
１．新築等をしようとする建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関す
る事項

１．新築等をしようとする建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関す
る事項

［建築物に関する事項］ ［建築物に関する事項］

【１．地名地番】～【14．住宅部分の床面積】 （略） 【１．地名地番】～【14．住宅部分の床面積】 （略）

【15．建築物のエネルギー消費性能】 【15．建築物のエネルギー消費性能】
【イ．非住宅建築物】 【イ．非住宅建築物】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・年）） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・年）） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外 令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
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誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

【ロ．一戸建ての住宅】 【ロ．一戸建ての住宅】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ） 冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ）

基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

【ハ．共同住宅等】 【ハ．共同住宅等】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準
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【ニ．複合建築物】 【ニ．複合建築物】
基準省令第10条第３号イの基準 基準省令第10条第３号イの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外 令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準
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（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする基
準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする基
準

基準省令第10条第３号ロの基準 基準省令第10条第３号ロの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）（基準値 ＭＪ／（・
年））

ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
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
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
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



国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（複合建築物） （複合建築物）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第14条第２項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

【16．確認の特例】～【18．備考】 （略） 【16．確認の特例】～【18．備考】 （略）

（略） （略）
（注意） （注意）

１．～３． （略） １．～３． （略）
４．第三面関係 ４．第三面関係
～ （略） ～ （略）
 【15．建築物のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択した
用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してください。
なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

 【15．建築物のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択した
用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してください。
なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

～ （略） ～ （略）
 この欄において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次のとおりとします。  この欄において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次のとおりとします。
ⅰ）・ⅱ） （略） ⅰ）・ⅱ） （略）
ⅲ）ＢＥＩ 設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基準一
次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下このⅲ）及びⅳ）にお


いて同じ


。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合


における当該基準一次エネルギー消費量（ⅳ）において「引上げ前の基準一次エネルギー

消費量」という。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中

「EST＝｛（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋

ESV＋ESL＋ESW＋ESEV＋EM）×10－３」とします


。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第
二位未満を切り上げた数値としてください。

ⅲ）ＢＥＩ 設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基準一
次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。


）で除したものをいいます。


「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

ⅳ）

ＢＥＩの基準値 基準一次エネルギー消費量を引上げ前の基準一次エネルギー消費量
で除したものをいいます。なお、非住宅部分を二以上の用途に供する場合にあっては、
用途ごとに算出した基準一次エネルギー消費量の合計を、用途ごとに算出した引上げ前
の基準一次エネルギー消費量の合計で除したものをいいます。「ＢＥＩの基準値」を記載
する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

（新設）

ⅴ

）・ⅵ

） （略） ⅳ


）・ⅴ

） （略）

 （略）  （略）
～ （略） ～ （略）
５．～８． （略） ５．～８． （略）
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様式第三十七（第三十条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第三十七（第三十条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番）
（略） （略）
（第二面） （第二面）

１．建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関する事項 １．建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関する事項
［建築物に関する事項］ ［建築物に関する事項］

【１．地名地番】～【12．住宅部分の床面積】 （略） 【１．地名地番】～【12．住宅部分の床面積】 （略）

【13．建築物全体のエネルギー消費性能】 【13．建築物全体のエネルギー消費性能】
【イ．非住宅建築物】 【イ．非住宅建築物】
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ） 基準省令第１条第１項第１号ロの基準

基準省令第１条第１項第１号ロの基準 ＢＥＩ（ ）
ＢＥＩ（ ） 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ＢＥＩの基準値 ） （ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ）

【ロ．一戸建ての住宅】 【ロ．一戸建ての住宅】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ） 冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ）

基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）（基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ） 冷房期の平均日射熱取得率 （基準値 ）

基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）
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【ハ．共同住宅等】 【ハ．共同住宅等】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

【ニ．複合建築物】 【ニ．複合建築物】
基準省令第１条第１項第３号イの基準 基準省令第１条第１項第３号イの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ） 基準省令第１条第１項第１号ロの基準

基準省令第１条第１項第１号ロの基準 ＢＥＩ（ ）
ＢＥＩ（ ） 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ＢＥＩの基準値 ） （ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外
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（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令第１条第１項第３号ロの基準 基準省令第１条第１項第３号ロの基準
（複合建築物） （複合建築物）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号） 基準省令第４条第３項に掲げる数値の区分（第１号 第２号）
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
基準省令第１条第１項第２号イの基準 基準省令第１条第１項第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外 基準省令附則第４条第１項の規定による適用除外

【14．備考】 （略） 【14．備考】 （略）

（略） （略）
（注意） （注意）

１．・２． （略） １．・２． （略）
３．第二面関係 ３．第二面関係
～ （略） ～ （略）
 【13．建築物全体のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択
した用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してくださ
い。なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

 【13．建築物全体のエネルギー消費性能】の欄は、【６．建築物の用途】の欄において選択
した用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してくださ
い。なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

～ （略） ～ （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
」
は
、
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
そ
の
他
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
除
く
。）を
基

準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
そ
の
他
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
除
く
。
以
下
こ
の

及
び

に
お
い















て
同
じ




 。）で

除
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
非
住
宅
部
分
の
「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
」
を
算
出
す
る
場
合
に
お




























け
る
当
該
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（

に
お
い
て「
引
上
げ
前
の
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」











































と
い
う
。）に

つ
い
て
の
基
準
省
令
第
３
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
E
S
T ＝











































｛（
E
S
A
C ＋
E
S
V ＋
E
S
L ＋
E
S
W ＋
E
S
E
V ）
×
Ｂ
＋
E
M ｝
×
10
－
３」
と
あ
る
の
は
、「
E
S
T ＝
（
E
S
A
C ＋
E
S
V ＋
E
S
L











































＋
E
S
W ＋
E
S
E
V ＋
E
M ）
×
10
－
３」
と
し
ま
す


















 。「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
」
を
記
載
す
る
場
合
は
、
小
数
点
第
二
位
未
満
を

切
り
上
げ
た
数
値
と
し
て
く
だ
さ
い
。


「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
」
は
、
設
計
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
そ
の
他
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
除
く
。）を
基

準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
そ
の
他
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
除
く
。 ）で

除
し
た
も
の
を
い
い
ま

す
。 「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
」
を
記
載
す
る
場
合
は
、
小
数
点
第
二
位
未
満
を
切
り
上
げ
た
数
値
と
し
て
く
だ
さ
い
。


「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
の
基
準
値
」
は
、
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
引
上
げ
前
の
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
で
除
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
な
お
、非
住
宅
部
分
を
二
以
上
の
用
途
に
供
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

用
途
ご
と
に
算
出
し
た
基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
合
計
を
、
用
途
ご
と
に
算
出
し
た
引
上
げ
前
の

基
準
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
合
計
で
除
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
の
基
準
値
」
を
記
載
す
る

場
合
は
、
小
数
点
第
二
位
未
満
を
切
り
上
げ
た
数
値
と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
新
設
）


（
略
）


（
略
）

４
．
・
５
．
（
略
）

４
．
・
５
．
（
略
）

第
二
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
前
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の

の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

目
次

目
次

第
一
章

建
築
士
の
努
力
義
務
（
第
一
条
）

第
一
章

建
築
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等

第
二
章

建
築
主
の
基
準
適
合
義
務
等
（
第
二
条

第
十
九
条
）

第
一
節

特
定
建
築
物
の
建
築
主
の
基
準
適
合
義
務
等
（
第
一
条

第
十
一
条
）

第
三
章

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
等
（
第
二
十
条

第
二
十
八
条
）

第
二
節

一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
二

第
三
節

特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
等
（
第
十
六
条

第
二
十
一
条
）

第
四
節

小
規
模
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
評
価
及
び
説
明
（
第
二
十
一
条
の
二

第
二
十

一
条
の
四
）

第
五
節

削
除

第
二
章

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
等
（
第
二
十
三
条

第
二
十
九
条
）

第
三
章

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
認
定
等
（
第
三
十
条

第
三
十
三
条
）

第
四
章

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
等

第
四
章

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
等

第
一
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
第
二
十
九
条

第
五
十
九
条
）

第
一
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
第
三
十
四
条

第
六
十
四
条
）

第
二
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
第
六
十
条

第
七
十
五
条
）

第
二
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
第
六
十
五
条

第
八
十
条
）

第
五
章

建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
に
お
け
る
措
置
（
第
七
十
六
条

第
八
十
一
条
）

第
四
章
の
二

建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
に
お
け
る
措
置
（
第
八
十
条
の
二

第
八
十
条

の
七
）

第
六
章

雑
則
（
第
八
十
二
条
・
第
八
十
三
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
八
十
一
条

第
八
十
二
条
）

附
則

附
則

条

第
十
五
条
）

第
一
章

建
築
士
の
努
力
義
務

（
新
設
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
そ
の
他
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
お
う
と
す
る
建
築
士
は
、
当
該
建
築
物
の

工
事
が
着
手
さ
れ
る
前
に
、
当
該
説
明
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第
二
章

建
築
主
の
基
準
適
合
義
務
等

第
一
章

建
築
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等

（
削
る
）

第
一
節

特
定
建
築
物
の
建
築
主
の
基
準
適
合
義
務
等

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
特
定
建
築
行
為
）

第
二
条

法
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
建
築
行
為
及
び
法
第
十
二
条
第
二
項

た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
建
築
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
行
為
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

住
宅
（
複
合
建
築
物
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産

業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
複
合

建
築
物
を
い
う
。）の
住
宅
部
分
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
住
宅
部
分
を
い
う
。）の
み
の
増
築
又
は
改
築
を

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
部
分
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
で
あ
っ
て
、
当
該
住

宅
（
増
築
又
は
改
築
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
増
築
又
は
改
築
を
す
る
住
宅
の
部
分
）
を
次
に
掲
げ

る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
さ
せ
る
も
の

イ

基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ

の
外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
の
防
止
に
関
す
る
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
及
び
同
号
ロ

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
（
同
号
イ
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
（
ロ
に
お
い
て
「
気
候

風
土
適
応
住
宅
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
同
号
ロ

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
基
準
に
限
る
。）

ロ

基
準
省
令
第
十
条
第
二
号
イ

の
外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
の
防
止
に
関
す
る
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
基
準
及
び
同
号
ロ

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

（
気
候
風
土
適
応
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
同
号
ロ

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
す
る
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
基
準
に
限
る
。）

二

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
号
）
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
設
計
住
宅
性
能
評
価
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
四
項
に
お
い
て「
設
計
住
宅
性
能
評
価
」

と
い
い
、
特
定
建
築
行
為
に
係
る
住
宅
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
と
同
等
以

上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
設
計
住
宅
性
能
評
価
に
限
る
。）を
受
け
た
住
宅
の

新
築

三

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
認

定
（
同
法
第
八
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。）又
は
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
の
確
認
（
次
条
第
四
項
に
お
い
て
「
確
認
」
と
い
う
。）

を
受
け
た
住
宅
の
新
築

２

法
第
十
一
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
特
定
建

築
行
為
及
び
法
第
十
二
条
第
三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
特
定
建
築
行
為
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
の
様
式
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
の
様
式
）

第
三
条

法
第
十
一
条
第
一
項
（
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
提
出
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
る
計
画

書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
（
い
）
項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
（
当
該
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
住
戸
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表
の（
ろ
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以

下
「
法
」と
い
う
。）第
十
二
条
第
一
項（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ

る
計
画
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
（
い
）
項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
（
当
該
建
築
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項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の
（
は
）
項
に
掲
げ
る
図
書
）
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書

を
添
え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
っ
て
は
、
当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限

る
。）と
す
る
。

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
住
戸
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表

の
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の
（
は
）
項
に
掲
げ
る
図
書
）
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認

め
る
図
書
を
添
え
た
も
の
（
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
っ
て
は
、
当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
の
記
載
が
あ
る

も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

（
い
）

設
計
内
容
説
明
書

建
築
物
（
増
築
又
は
改
築
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、当
該
増
築
又
は
改
築
を
す
る
建
築
物
の
部
分
。

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
説
明

（
い
）

設
計
内
容
説
明
書

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
が
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
の
説
明

（
略
）

（
略
）

（
ろ
）・

（
は
）

（
略
）

（
ろ
）・

（
は
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
で
あ
っ
て
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
（
住
宅
の
品
質
確
保
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
を
い
う
。
次
条
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。）で
あ
る
も
の
に
対
し
、
特
定
建
築
行
為
（
住
宅
の
新
築
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に

お
い
て
同
じ
。）に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
設
計
住
宅
性
能
評
価
（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
設
計
住
宅
性
能
評
価
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
変
更
設
計
住
宅
性

能
評
価
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
申
請
又
は
確
認
（
同
令
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
確
認
（
次
条

第
二
項
に
お
い
て
「
変
更
確
認
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
求
め
を
し
た
場
合
（
当
該
住
宅
の
設
計
者
の
氏
名
の

記
載
が
あ
る
設
計
評
価
申
請
添
付
図
書（
同
令
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
計
評
価
申
請
添
付
図
書
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
確
認
申
請
添
付
図
書
（
同
令
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
確
認
申
請
書
の
添
付
図
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
提
出
し
た
場

合
に
限
る
。）に
お
い
て
、
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
当
該
特
定
建
築
行
為
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
提
出
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
表
の
各
項
に
掲
げ

る
図
書
を
同
項
の
計
画
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
提
出
し
た
当
該
設
計
評
価
申
請
添
付
図
書
又
は
当
該
確
認
申
請
添
付
図
書
の
う
ち
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
に
係
る
も
の
は
、
当
該
計
画
書
の
添
付
図
書
と
み
な
す
。

４

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
（
住
宅
部
分
の
規
模
が
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
。次
条
に
お
い
て「
令
」

と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
に
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
建
築
物
の
新
築
又
は
住
宅
部
分
の
規
模
が
同
条
第
二
項

に
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
増
築
若
し
く
は
改
築
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に

規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
る
計
画
書
の
正
本
の
写
し
及
び
そ
の
添
付
図
書
の
写
し
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
場
合
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
の
様
式
）

（
変
更
の
場
合
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
の
様
式
）

第
四
条

法
第
十
一
条
第
二
項
（
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
提
出
す
る
変
更
後
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
は
、
別
記
様
式
第
二
に

よ
る
計
画
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
を
添
え
た
も
の
及
び
当
該
計
画

の
変
更
に
係
る
直
前
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
に
要
し
た
書
類
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限

る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
直
前
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
た
所
管
行
政
庁
又

は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
対
し
て
提
出
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
二

に
よ
る
計
画
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
に
規
定
す
る
図
書
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
添

え
た
も
の
と
す
る
。

第
二
条

法
第
十
二
条
第
二
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
提
出
す
る
変
更
後
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
関
す
る
書
類
は
、
別
記
様
式
第
二
に

よ
る
計
画
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
を
添
え
た
も
の
及
び
当
該
計
画

の
変
更
に
係
る
直
前
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
に
要
し
た
書
類
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限

る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
直
前
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
た
所
管
行
政
庁
又

は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
対
し
て
提
出
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
第
二

に
よ
る
計
画
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
に
規
定
す
る
図
書
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
添

え
た
も
の
と
す
る
。
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２

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
で
あ
っ
て
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
で
あ
る
も
の
（
前
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
変
更
に
係
る
直
前
の
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）に
対
し
、
特
定
建
築
行
為
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
変

更
設
計
住
宅
性
能
評
価
の
申
請
又
は
変
更
確
認
の
求
め
を
し
た
場
合
（
当
該
住
宅
の
設
計
者
の
氏
名
の
記
載
が

あ
る
設
計
評
価
申
請
添
付
図
書
又
は
確
認
申
請
添
付
図
書
を
提
出
し
た
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
、
法
第
十
四

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
当
該
特
定
建
築
行
為
に
係
る
変
更
後
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画

を
提
出
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
の
表
の
各
項
に
掲
げ
る
図
書
（
変
更
に
係

る
部
分
に
限
る
。）を
前
項
の
計
画
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
に
提
出
し
た
当
該
設
計
評
価
申
請
添
付
図
書
又
は
当
該
確
認
申
請
添
付
図
書
の
う
ち
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
も
の
は
、
当
該
計
画
書
の
添
付
図
書
と
み
な
す
。

２

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
変
更
後
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
（
住
宅
部
分
の
規
模
が

令
第
五
条
第
一
項
に
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
建
築
物
の
新
築
又
は
住
宅
部
分
の
規
模
が
同
条
第
二
項
に
定
め

る
規
模
以
上
で
あ
る
増
築
若
し
く
は
改
築
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る

書
類
の
ほ
か
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
計
画
書
の
正
本
の
写
し
及
び
そ
の
添
付
図
書
の
写
し
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
五
条

法
第
十
一
条
第
二
項
（
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変
更

後
も
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明

ら
か
な
変
更
と
す
る
。

第
三
条

法
第
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

を
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変
更
後
も
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
変
更
と
す
る
。

（
所
管
行
政
庁
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

（
所
管
行
政
庁
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

第
六
条

法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
も
の
に
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
の
計
画
書
の
副
本
及
び
そ
の
添
付
図
書
（
第
三
条
第

四
項
後
段
又
は
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
当
該
添
付
図
書
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
添
え
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
第
一
条
第
一
項
又
は
第
二
条
第
一
項
の
計
画
書
の
副
本
及
び
そ
の
添
付
図
書

（
非
住
宅
部
分
に
限
る
。）を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
と
判
定
さ
れ
た
場
合

別
記
様
式
第
三
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
（
非
住
宅
部
分
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
号
及
び
次
条
第
一
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合

別
記
様
式
第
三
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書

二

（
略
）

二

（
略
）

２

法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
三
項
の
期
間
を
延
長
す
る
旨
及
び
そ
の
延
長
す
る
期
間
並
び
に

そ
の
期
間
を
延
長
す
る
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
五
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
三
項
の
期
間
を
延
長
す
る
旨
及
び
そ
の
延
長
す
る
期
間
並
び
に

そ
の
期
間
を
延
長
す
る
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
五
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
六
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
六
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
交
付
す
る
適
合
判
定
通
知
書
等
の
様
式
等
）

第
七
条

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の

交
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
、
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第

一
項
の
計
画
書
の
副
本
及
び
そ
の
添
付
図
書
（
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り

当
該
添
付
図
書
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の

交
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
、
第
一
条
第
一
項
又
は

第
二
条
第
一
項
の
計
画
書
の
副
本
及
び
そ
の
添
付
図
書
（
非
住
宅
部
分
に
限
る
。）を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
三
項
の

期
間
を
延
長
す
る
旨
及
び
そ
の
延
長
す
る
期
間
並
び
に
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交

付
は
、
別
記
様
式
第
九
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
三
項
の

期
間
を
延
長
す
る
旨
及
び
そ
の
延
長
す
る
期
間
並
び
に
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交

付
は
、
別
記
様
式
第
九
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
十
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
交
付
は
、
別
記
様
式
第
十
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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（
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
）

（
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
）

第
八
条

法
第
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
当
該
適
合
判
定
通

知
書
又
は
そ
の
写
し
に
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
第
一
項
の
計
画
書
の
副
本
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
の
提
出
を

も
っ
て
法
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
六
条

法
第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
は
、
当
該
適
合
判
定
通

知
書
又
は
そ
の
写
し
に
第
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
条
第
一
項
の
計
画
書
の
副
本
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て

行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類

の
提
出
を
も
っ
て
法
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
を
提
出
し
た
も
の
と
み

な
す
。

一

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十
一

条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

第
十
六
条
第
一
項
の
認
定
書
の
写
し

一

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十

二
条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

第
十
八
条
第
一
項
の
認
定
書
の
写
し

二

法
第
三
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十
一

条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

第
二
十
四
条
第
二
項
（
第
二
十
七
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
申
請
書
の
副

本
又
は
そ
の
写
し

二

法
第
三
十
五
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十

二
条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

第
二
十
五
条
第
二
項
（
第
二
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
申
請
書

の
副
本
又
は
そ
の
写
し

三

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
条
第
九
項
又
は
同

法
第
五
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十

一
条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

四
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
（
同
令
第
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
及
び
同
令
第
三
条
若
し
く
は
同
令
第
七
条
の
申
請
書
の
副
本
若
し

く
は
そ
の
写
し
又
は
同
令
第
四
十
三
条
第
二
項
（
同
令
第
四
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
及
び
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
同
令
第
四
十
五
条
の
申

請
書
の
副
本
若
し
く
は
そ
の
写
し

三

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
条
第
九
項
又
は
同

法
第
五
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
適
合
判
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
法
第
十

二
条
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

四
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
（
同
規
則
第
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
及
び
同
規
則
第
三
条
若
し
く
は
同
規
則
第
七
条
の
申
請
書
の
副

本
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
同
規
則
第
四
十
三
条
第
二
項
（
同
規
則
第
四
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
知
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
及
び
同
規
則
第
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
同
規
則

第
四
十
五
条
の
申
請
書
の
副
本
若
し
く
は
そ
の
写
し

（
国
等
に
対
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
に
関
す
る
手
続
の
特
例
）

（
国
等
に
対
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
に
関
す
る
手
続
の
特
例
）

第
九
条

第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
十
四
条

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
一
」
と
、
同
条
中
「
計

画
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十

二
」
と
、
同
条
中
「
計
画
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
一
条
中
「
別
記
様
式
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
一
」
と
、



「
計
画
書
」
と
あ
る
の

は
「
通
知
書
」
と
、
第
二
条
中
「
別
記
様
式
第
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
二
」
と
、



「
計
画
書
」
と
あ

る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
五
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
（
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
条
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
三
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
六
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と
あ
る

の
は
「
通
知
書
」
と
、「
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は
第
四
条
第
二
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は
第
四
条
第
二
項
後
段
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
別
記
様

式
第
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
三
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
別
記
様
式
第
四
」
と
あ
る
の
は
「
別
記

様
式
第
十
四
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
五
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
五
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
別
記
様
式
第
六
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中
「
第
一
条
第
一
項
又
は
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条
第
一
項
又
は
第
二
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と
あ
る

の
は
「
通
知
書
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
別
記
様
式
第
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
三
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
別
記
様
式
第
四
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
四
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
五
」
と

あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
五
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
別
記
様
式
第
六
」
と
あ
る
の
は「
別
記
様
式
第
十
六
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
七
条
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
四
項
か
ら
第
六

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
一
項
中
「
第

三
条
第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条

第
一
項
又
は
第
四
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
、「
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は
第
四

４

第
五
条
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
第

一
条
第
一
項
又
は
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条

第
一
項
又
は
第
二
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
別
記
様
式
第
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５

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中
「
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第

九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と

あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
の
提
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
中
「
第
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第

七
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
条
第
一
項
」
と
、「
計
画
書
」
と

あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

七
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
七
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
別
記
様
式
第
八
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式

第
十
八
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
九
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
九
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
別
記
様
式
第
十
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

条
第
二
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は

第
四
条
第
二
項
後
段
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
別
記
様
式
第
七
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
七
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
別
記
様
式
第
八
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
八
」
と
、
同
条
第
二
項
中「
別
記
様
式
第
九
」

と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
九
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
別
記
様
式
第
十
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二

十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
の
公
示
）

（
委
任
の
公
示
）

第
十
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
所
管
行
政
庁
（
次
条
に
お
い
て
「
委

任
所
管
行
政
庁
」
と
い
う
。）は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
業
務
（
以
下
「
判
定
の
業
務
」
と
い
う
。）及
び
登
録
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
当
該
判
定
の
業
務
の
開
始
の
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
所
管
行
政
庁
（
次
条
に
お
い
て
「
委

任
所
管
行
政
庁
」
と
い
う
。）は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
の
業
務
（
以
下
「
判
定
の
業
務
」
と
い
う
。）及
び
登
録
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
当
該
判
定
の
業
務
の
開
始
の
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

第
十
三
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又

は
同
法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更

が
第
五
条
（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
又
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
一
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又

は
同
法
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更

が
第
三
条
（
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
又
は
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

第
二
節

一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置

（
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
届
出
）

（
削
る
）

第
十
二
条

法
第
十
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
に
よ

る
届
出
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
（
い
）
項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
（
同
条
第
一

項
前
段
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
に
住
戸
が
含
ま

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の（
は
）

項
に
掲
げ
る
図
書
）
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

（
い
）

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
及
び
方
位

敷
地
境
界
線
、
敷
地
内
に
お
け
る
建
築
物
の
位
置

及
び
届
出
に
係
る
建
築
物
と
他
の
建
築
物
と
の
別

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
設
備
の
位
置
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仕
様
書
（
仕
上
げ
表
を
含
む
。）

部
材
の
種
別
及
び
寸
法

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
設
備
の
種
別

各
階
平
面
図

縮
尺
及
び
方
位

間
取
り
、
各
室
の
名
称
、
用
途
及
び
寸
法
並
び
に

天
井
の
高
さ

壁
の
位
置
及
び
種
類

開
口
部
の
位
置
及
び
構
造

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
設
備
の
位
置

床
面
積
求
積
図

床
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建
築
物
の
各
部
分
の
寸

法
及
び
算
式

用
途
別
床
面
積
表

用
途
別
の
床
面
積

立
面
図

縮
尺

外
壁
及
び
開
口
部
の
位
置

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
設
備
の
位
置

断
面
図
又
は
矩
計
図

縮
尺

建
築
物
の
高
さ

外
壁
及
び
屋
根
の
構
造

軒
の
高
さ
並
び
に
軒
及
び
ひ
さ
し
の
出

小
屋
裏
の
構
造

各
階
の
天
井
の
高
さ
及
び
構
造

床
の
高
さ
及
び
構
造
並
び
に
床
下
及
び
基
礎
の
構

造

各
部
詳
細
図

縮
尺

外
壁
、
開
口
部
、
床
、
屋
根
そ
の
他
断
熱
性
を
有

す
る
部
分
の
材
料
の
種
別
及
び
寸
法

各
種
計
算
書

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
計
算
そ

の
他
の
計
算
を
要
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
計
算

の
内
容

（
ろ
）

機
器
表

空
気
調
和
設
備

熱
源
機
、
ポ
ン
プ
、
空
気
調
和
機
そ
の
他
の
機
器

の
種
別
、
仕
様
及
び
数

空
気
調
和
設
備
以
外

の
機
械
換
気
設
備

給
気
機
、
排
気
機
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
設
備

の
種
別
、
仕
様
及
び
数
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照
明
設
備

照
明
設
備
の
種
別
、
仕
様
及
び
数

給
湯
設
備

給
湯
器
の
種
別
、
仕
様
及
び
数

太
陽
熱
を
給
湯
に
利
用
す
る
た
め
の
設
備
の
種

別
、
仕
様
及
び
数

節
湯
器
具
の
種
別
及
び
数

空
気
調
和
設
備
等
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
に
資

す
る
建
築
設
備

空
気
調
和
設
備
等
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
確
保
に
資
す
る
建
築
設
備
の
種
別
、
仕
様
及
び

数

仕
様
書

昇
降
機

昇
降
機
の
種
別
、
数
、
積
載
量
、
定
格
速
度
及
び

速
度
制
御
方
法

系
統
図

空
気
調
和
設
備

空
気
調
和
設
備
の
位
置
及
び
連
結
先

空
気
調
和
設
備
以
外

の
機
械
換
気
設
備

空
気
調
和
設
備
以
外
の
機
械
換
気
設
備
の
位
置
及

び
連
結
先

給
湯
設
備

給
湯
設
備
の
位
置
及
び
連
結
先

空
気
調
和
設
備
等
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
に
資

す
る
建
築
設
備

空
気
調
和
設
備
等
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
確
保
に
資
す
る
建
築
設
備
の
位
置
及
び
連
結
先

各
階
平
面
図

空
気
調
和
設
備

縮
尺

空
気
調
和
設
備
の
有
効
範
囲

熱
源
機
、
ポ
ン
プ
、
空
気
調
和
機
そ
の
他
の
機
器

の
位
置

空
気
調
和
設
備
以
外

の
機
械
換
気
設
備

縮
尺

給
気
機
、
排
気
機
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
設
備

の
位
置

照
明
設
備

縮
尺

照
明
設
備
の
位
置

給
湯
設
備

縮
尺

給
湯
設
備
の
位
置

配
管
に
講
じ
た
保
温
の
た
め
の
措
置

節
湯
器
具
の
位
置
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昇
降
機

縮
尺

位
置

空
気
調
和
設
備
等
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
に
資

す
る
建
築
設
備

縮
尺

位
置

制
御
図

空
気
調
和
設
備

空
気
調
和
設
備
の
制
御
方
法

空
気
調
和
設
備
以
外

の
機
械
換
気
設
備

空
気
調
和
設
備
以
外
の
機
械
換
気
設
備
の
制
御
方

法

照
明
設
備

照
明
設
備
の
制
御
方
法

給
湯
設
備

給
湯
設
備
の
制
御
方
法

空
気
調
和
設
備
等
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
に
資

す
る
建
築
設
備

空
気
調
和
設
備
等
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
確
保
に
資
す
る
建
築
設
備
の
制
御
方
法

（
は
）

機
器
表

空
気
調
和
設
備

空
気
調
和
設
備
の
種
別
、
位
置
、
仕
様
、
数
及
び

制
御
方
法

空
気
調
和
設
備
以
外

の
機
械
換
気
設
備

空
気
調
和
設
備
以
外
の
機
械
換
気
設
備
の
種
別
、

位
置
、
仕
様
、
数
及
び
制
御
方
法

照
明
設
備

照
明
設
備
の
種
別
、
位
置
、
仕
様
、
数
及
び
制
御

方
法

給
湯
設
備

給
湯
器
の
種
別
、
位
置
、
仕
様
、
数
及
び
制
御
方

法太
陽
熱
を
給
湯
に
利
用
す
る
た
め
の
設
備
の
種

別
、
位
置
、
仕
様
、
数
及
び
制
御
方
法

節
湯
器
具
の
種
別
、
位
置
及
び
数

空
気
調
和
設
備
等
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
に
資

す
る
建
築
設
備

空
気
調
和
設
備
等
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
確
保
に
資
す
る
建
築
設
備
の
種
別
、
位
置
、
仕

様
、
数
及
び
制
御
方
法

２

第
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
十
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
に
よ

る
届
出
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ

れ
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４

第
一
項
に
規
定
す
る
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
図
書
の
う
ち
所
管
行
政
庁
が
不
要
と
認
め
る
も
の
を
同
項
の
届
出
書
に
添
え
る
こ
と

を
要
し
な
い
。

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

（
削
る
）

第
十
三
条

法
第
十
九
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
を
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変
更
後
も
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め
の
構
造
及
び
設

備
に
関
す
る
計
画
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
変
更
と
す
る
。

（
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
届
出
に
係
る
特
例
）

（
削
る
）

第
十
三
条
の
二

法
第
十
九
条
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
判
定
機
関
又
は
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
行
う
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
関
す
る
評
価
（
法
第

十
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
建
築
物
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る

建
築
物
と
同
等
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
評
価
に
限
る
。
次
条
第
三
項
に
お

い
て
単
に
「
評
価
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
日
数
は
、

三
日
と
す
る
。

３

法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
届
出
書
の
正
本
及
び
副

本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を

所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

付
近
見
取
図

方
位
、
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物

配
置
図

縮
尺
及
び
方
位

敷
地
境
界
線
、
敷
地
内
に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
及
び
届
出
に
係
る
建

築
物
と
他
の
建
築
物
と
の
別

各
階
平
面
図

縮
尺
及
び
方
位

間
取
り
、
各
室
の
名
称
、
用
途
及
び
寸
法
並
び
に
天
井
の
高
さ

壁
の
位
置
及
び
種
類

開
口
部
の
位
置
及
び
構
造

床
面
積
求
積
図

床
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建
築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算
式

用
途
別
床
面
積
表

用
途
別
の
床
面
積

立
面
図

縮
尺

外
壁
及
び
開
口
部
の
位
置

断
面
図
又
は
矩
計
図

縮
尺

建
築
物
の
高
さ

外
壁
及
び
屋
根
の
構
造
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軒
の
高
さ
並
び
に
軒
及
び
ひ
さ
し
の
出

小
屋
裏
の
構
造

各
階
の
天
井
の
高
さ
及
び
構
造

床
の
高
さ
及
び
構
造
並
び
に
床
下
及
び
基
礎
の
構
造

４

第
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
後
段
の

規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

６

第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合

に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
届
出
等
に
係
る
国
等
に
対
す
る
特
例
）

（
削
る
）

第
十
四
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
は
「
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機
関
の

長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
四
」
と
、「
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知

書
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
は
「
変
更
の
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の

機
関
の
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
五
」
と
、「
届
出
書
」
と
あ
る
の
は

「
通
知
書
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
十
三
条
の
規
定
は
、法
第
二
十
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機
関
の
長
は
、
評
価
の
結
果
を
記
載
し

た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
第

二
十
四
に
よ
る
届
出
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政

庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

（
削
る
）

第
十
五
条

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分

を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

第
三
節

特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
等

（
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
の
申
請
）

（
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
の
申
請
）

第
十
四
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
申
請
書
に
第
十

八
条
第
一
項
の
評
価
書
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
七
に
よ
る
申
請
書
に
第

二
十
条
第
一
項
の
評
価
書
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
十
五
条

法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
六
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

一

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
認
定
書
の
交
付
等
）

（
認
定
書
の
交
付
等
）

第
十
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
六
条
第
三
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
認

定
書
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
八
に
よ
る

認
定
書
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
六
条
第
三
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
四
に
よ
る
通
知
書

を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
し
な
い
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
通
知

書
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
評
価
の
申
請
）

（
評
価
の
申
請
）

第
十
七
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
評
価
（
以
下
「
評
価
」
と
い
う
。）の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様

式
第
二
十
五
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評

価
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
評
価
（
次
節
を
除
き
、
以
下
単
に
「
評
価
」
と
い
う
。）の
申
請
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
に
よ
る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
登
録
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
評
価
書
の
交
付
等
）

（
評
価
書
の
交
付
等
）

第
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
六

に
よ
る
評
価
書
（
以
下
「
評
価
書
」
と
い
う
。）を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
三
十
一

に
よ
る
評
価
書
（
以
下
単
に
「
評
価
書
」
と
い
う
。）を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
の
手
数
料
）

（
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物
の
認
定
の
手
数
料
）

第
十
九
条

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙

を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ
て
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入

印
紙
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ

て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
二
万
円
と
す
る
。

２

法
第
二
十
六
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
二
万
円
と
す
る
。

（
削
る
）

第
四
節

小
規
模
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
評
価
及
び
説
明

（
小
規
模
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
評
価
及
び
説
明
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条
の
二

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
規
模
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基

準
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
評
価
及
び
説
明
を
行
お
う
と
す
る
建
築
士
は
、
当
該
小
規
模
建
築
物
の
工
事
が
着
手

さ
れ
る
前
に
、
当
該
評
価
及
び
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
面
の
記
載
事
項
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条
の
三

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
の
年
月
日

二

説
明
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

小
規
模
建
築
物
の
所
在
地

四

小
規
模
建
築
物
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
別

五

小
規
模
建
築
物
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
小

規
模
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め
と
る
べ
き
措
置

六

小
規
模
建
築
物
の
建
築
に
係
る
設
計
を
行
っ
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士

又
は
木
造
建
築
士
の
別
及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号

七

建
築
士
の
属
す
る
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
建
築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務

所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は
木
造
建
築
士
事
務
所
の
別

（
評
価
及
び
説
明
を
要
し
な
い
旨
の
意
思
の
表
明
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条
の
四

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
意
思
の
表
明
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
意
思
の
表
明
」
と

い
う
。）は
、
小
規
模
建
築
物
の
建
築
に
係
る
設
計
を
行
う
建
築
士
（
第
四
号
に
お
い
て
単
に
「
建
築
士
」
と
い

う
。）に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

意
思
の
表
明
の
年
月
日

二

意
思
の
表
明
を
行
っ
た
建
築
主
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
及
び
説
明
を
要
し
な
い
小
規
模
建
築
物
の
所
在
地

四

建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別
及
び
そ
の
者
の
登
録
番

号
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（
削
る
）

第
五
節

削
除

（
削
る
）

第
二
十
二
条

削
除

第
三
章

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
等

第
二
章

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
等

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
七
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の（
い
）

項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
（
当
該
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
住
戸
が
含
ま
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の
（
は
）
項
に
掲

げ
る
図
書
）
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
（
法
第
十
一
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
っ
て
は
、
当
該
図
書
の
設
計

者
の
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
三
条

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、別
記
様
式
第
三
十
三
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の（
い
）

項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
正
本
に
添
え
る
図
書
に
あ
っ
て

は
、
当
該
図
書
の
設
計
者
の
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
住
戸
が
含
ま
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の
（
は
）
項
に
掲

げ
る
図
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

図
書
の
種
類

明
示
す
べ
き
事
項

（
い
）

設
計
内
容
説
明
書

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
が
法
第
三
十
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
の
説
明

（
い
）

設
計
内
容
説
明
書

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
が
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
の
説
明

（
略
）

（
略
）

（
ろ
）・

（
は
）

（
略
）

（
ろ
）・

（
は
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
記
載
事
項
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

一
層
の
向
上
の
た
め
の
建
築
物
の
新
築
等
に
関
す
る
工
事
の
着
手
予
定
時
期
及
び
完
了
予
定
時
期
と
す
る
。

第
二
十
四
条

法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

一
層
の
向
上
の
た
め
の
建
築
物
の
新
築
等
に
関
す
る
工
事
の
着
手
予
定
時
期
及
び
完
了
予
定
時
期
と
す
る
。

（
熱
源
機
器
等
）

（
熱
源
機
器
等
）

第
二
十
二
条

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
機
器
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二

法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
機
器
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
自
他
供
給
型
熱
源
機
器
等
の
設
置
に
関
し
て
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
記
載
す
べ
き
事
項

等
）

（
自
他
供
給
型
熱
源
機
器
等
の
設
置
に
関
し
て
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
記
載
す
べ
き
事
項

等
）

第
二
十
三
条

法
第
二
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
申
請
建
築
物
に
設
置
さ
れ

る
自
他
供
給
型
熱
源
機
器
等
か
ら
他
の
建
築
物
に
熱
又
は
電
気
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
導
管
の
配
置
の
状

況
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
三

法
第
三
十
四
条
第
三
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
申
請
建
築
物
に
設
置

さ
れ
る
自
他
供
給
型
熱
源
機
器
等
か
ら
他
の
建
築
物
に
熱
又
は
電
気
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
導
管
の
配
置

の
状
況
と
す
る
。

２

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
向
上
計
画
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
二
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
図
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
向
上
計
画
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
二
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
図
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

他
の
建
築
物
に
関
す
る
第
二
十
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図

書

一

他
の
建
築
物
に
関
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る

図
書

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
通
知
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
通
知
）

第
二
十
四
条

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
（
同
条
第

五
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
建
築
基
準
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
た
旨
を
含
む
。）を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
（
同
条

第
五
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
建
築
基
準
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
た
旨
を
含
む
。）を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
二
十
八
に
よ
る
通
知
書
に
第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
（
法
第
三
十

条
第
五
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
及
び
前
項
の
確
認
済
証
に
添
え
ら
れ
た

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
）
及
び
そ
の

添
付
図
書
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
三
十
四
に
よ
る
通
知
書
に
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
（
法
第
三

十
五
条
第
五
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
及
び
前
項
の
確
認
済
証
に
添
え

ら
れ
た
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
一
条
の
三
の
申
請
書
の
副
本
）
及

び
そ
の
添
付
図
書
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
一
層
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変

更
後
も
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
が
法
第
三
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
変
更
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査

を
受
け
る
よ
う
申
し
出
た
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
を
一
層
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変

更
後
も
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
が
法
第
三
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
が
明
ら
か
な
変
更
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審

査
を
受
け
る
よ
う
申
し
出
た
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
六
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
九
に

よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
（
法
第
二
十
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
含
む
。）の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ

ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
表
中
「
法
第

三
十
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
一
項
第

一
号
」
と
す
る
。

第
二
十
七
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
五
に

よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
（
法
第
三
十
四
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
含
む
。）の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、

こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
表
中

「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
一
号
」
と
す
る
。

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
変
更
の
認
定
の
通
知
）

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
変
更
の
認
定
の
通
知
）

第
二
十
七
条

第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
三
十
条
第
五
項
」
と
、「
同
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
二
十
八
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
三
十
」

と
、「
法
第
三
十
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は「
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
五
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条

第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
三
十
五
条
第
五
項
」
と
、「
同
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
三
十
五
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
三

十
六
」
と
、「
法
第
三
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

五
条
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
）

第
二
十
八
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
十
八

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
二
十
五
条
の
軽
微
な

変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
九
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
築
物
の
建
築
に
係
る
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
同
法
第
十
八
条
第
十
八

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
計
画
の
変
更
が
第
二
十
六
条
の
軽
微
な

変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
を
所
管
行
政
庁
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

第
三
章

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
認
定
等

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
認
定
の
申
請
）

（
削
る
）

第
三
十
条

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
し
て
い
る
旨
の

認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
七
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ

第
一
条
第
一
項
の
表
の
（
い
）
項
及
び
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
そ
の
他
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
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２

第
一
条
第
一
項
の
表
の
各
項
に
掲
げ
る
図
書
に
明
示
す
べ
き
事
項
を
前
項
に
規
定
す
る
図
書
の
う
ち
他
の
図

書
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
項
を
当
該
各
項
に
掲
げ
る
図
書
に
明
示
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
項
に
掲
げ
る
図
書
に
明
示
す
べ
き
全
て
の
事
項
を
当
該

他
の
図
書
に
明
示
し
た
と
き
は
、
当
該
各
項
に
掲
げ
る
図
書
を
同
項
の
申
請
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
第
一
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
所
管
行
政
庁
が
不
要
と
認
め
る
も
の
を
第
一
項
の
申
請
書

に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
認
定
の
通
知
）

（
削
る
）

第
三
十
一
条

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
申
請

者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
に
よ
る
通
知
書
に
前
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
及
び
そ
の
添
付
図

書
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
に
住
戸
が
含
ま

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
住
戸
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
（
ろ
）
項
に
掲
げ
る
図
書
に
代
え
て
同
表
の（
は
）

項
に
掲
げ
る
図
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
等
）

（
削
る
）

第
三
十
二
条

法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

広
告

二

契
約
に
係
る
書
類

三

そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

２

法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
表
示
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

（
削
る
）

第
三
十
三
条

法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身

分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
四
十
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
等

第
四
章

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
等

第
一
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関

第
一
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

第
二
十
九
条

法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
一
に
よ
る
申
請

書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条

法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
申
請

書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

申
請
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
（
持
分
会
社
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第

五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
。
以
下
同

じ
。））
の
氏
名
及
び
略
歴
（
申
請
者
が
建
築
物
関
連
事
業
者
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

建
築
物
関
連
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
建

築
物
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。

第
六
十
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
載
し
た
書
類

四

申
請
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
（
持
分
会
社
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第

五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
。
以
下
同

じ
。））
の
氏
名
及
び
略
歴
（
申
請
者
が
建
築
物
関
連
事
業
者
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

建
築
物
関
連
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二
年
間
に
当
該
建

築
物
関
連
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。

第
六
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
載
し
た
書
類

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

七

申
請
者
が
法
第
三
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

七

申
請
者
が
法
第
四
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

八

申
請
者
が
法
第
三
十
七
条
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

八

申
請
者
が
法
第
四
十
五
条
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面
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九

別
記
様
式
第
三
十
二
に
よ
る
判
定
の
業
務
の
計
画
棟
数
を
記
載
し
た
書
類

九

別
記
様
式
第
四
十
二
に
よ
る
判
定
の
業
務
の
計
画
棟
数
を
記
載
し
た
書
類

十

（
略
）

十

（
略
）

十
一

適
合
性
判
定
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
者
が
第
三
十
六
条
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十
一

適
合
性
判
定
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
者
が
第
四
十
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
判
定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
判
定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
三
十
条

法
第
三
十
七
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
判
定
の
業

務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す

る
。

第
三
十
四
条
の
二

法
第
四
十
五
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
判

定
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

第
三
十
一
条

法
第
三
十
八
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
公
示
事
項
）

（
公
示
事
項
）

第
三
十
二
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
十
六
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
三
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第

三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第

三
十
三
に
よ
る
届
出
書
に
第
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
第
二
号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

第
三
十
七
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第

四
十
六
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第

四
十
三
に
よ
る
届
出
書
に
第
三
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
更
新
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
係
る
登
録
の
更
新
）

第
三
十
四
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
三
十
四
に
よ
る
申
請
書
に
第
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
第
二
号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、別
記
様
式
第
四
十
四
に
よ
る
申
請
書
に
第
三
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

２

第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
登
録
の
更
新
を

行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
十
五
条
の
規
定
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
登
録
の
更
新
を
行
う
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
承
継
の
届
出
）

（
承
継
の
届
出
）

第
三
十
五
条

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
の

承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
三
十
五
に
よ
る
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条

法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
の

承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
五
に
よ
る
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
事
業
の
全
部
を

譲
り
受
け
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様

式
第
三
十
六
に
よ
る
事
業
譲
渡
証
明
書
及
び
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

一

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
事
業
の
全
部
を

譲
り
受
け
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様

式
第
四
十
六
に
よ
る
事
業
譲
渡
証
明
書
及
び
事
業
の
全
部
の
譲
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

二

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し

た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式

第
三
十
七
に
よ
る
事
業
相
続
同
意
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本

二

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し

た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式

第
四
十
七
に
よ
る
事
業
相
続
同
意
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本

三

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し

た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
前
号
の
相
続
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
十
八
に
よ
る
事
業
相
続
証

明
書
及
び
戸
籍
謄
本

三

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
地
位
を
承
継
し

た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
前
号
の
相
続
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
八
に
よ
る
事
業
相
続
証

明
書
及
び
戸
籍
謄
本

四

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

四

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
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五

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
十
九
に
よ
る
事
業
承
継
証
明
書
、
事
業
の
全
部
の
承

継
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

五

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
九
に
よ
る
事
業
承
継
証
明
書
、
事
業
の
全
部
の
承

継
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
適
合
性
判
定
員
の
要
件
）

（
適
合
性
判
定
員
の
要
件
）

第
三
十
六
条

法
第
四
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で

あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
五
十
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
適
合
性
判
定
員
に
必
要

な
建
築
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ
て
、
次
条
か
ら
第
三
十
九
条

ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下「
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
」と
い
う
。）

を
修
了
し
た
者
。
た
だ
し
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
の
評
価
員
で
あ
る
者
に

あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
っ
て
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
場
合
は
、
登
録
適
合
性
判

定
員
講
習
を
修
了
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
適
合
性
判
定
員
に
必
要

な
建
築
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
で
あ
っ
て
、
次
条
か
ら
第
四
十
三
条

ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下「
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
」と
い
う
。）

を
修
了
し
た
者
。
た
だ
し
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
の
評
価
員
で
あ
る
者
に

あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
っ
て
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
場
合
は
、
登
録
適
合
性
判

定
員
講
習
を
修
了
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
表

略
）

（
表

略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
適
合
性
判
定
員
講
習
の
登
録
の
申
請
）

（
適
合
性
判
定
員
講
習
の
登
録
の
申
請
）

第
三
十
七
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

一

個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

申
請
者
の
略
歴
（
申
請
者
が
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去

二
年
間
に
当
該
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
次
号

ニ
並
び
に
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

を
含
む
。）を
記
載
し
た
書
類

ロ

申
請
者
の
略
歴
（
申
請
者
が
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去

二
年
間
に
当
該
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
次
号

ニ
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

を
含
む
。）を
記
載
し
た
書
類

二

（
略
）

二

（
略
）

三

講
師
が
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三

講
師
が
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四
〜
七

（
略
）

四
〜
七

（
略
）

（
欠
格
事
項
）

（
欠
格
事
項
）

第
三
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

（
略
）

三

（
略
）

（
登
録
の
要
件
等
）

（
登
録
の
要
件
等
）

第
三
十
九
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
一
条
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

一

第
四
十
五
条
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
講
師
と
し
て
講
習
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
講
師
と
し
て
講
習
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

適
合
性
判
定
員
（
第
三
十
六
条
第
一
号
の
表
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
三

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
登
録
適
合
性

判
定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
を
除
く
。）又
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）と
し
て
三
年
以

上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

イ

適
合
性
判
定
員
（
第
四
十
条
第
一
号
の
表
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
三
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
登
録
適
合
性
判

定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
を
除
く
。）又
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）と
し
て
三
年
以
上

の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）
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三

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

三

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

イ

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」

と
い
う
。）が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
そ

の
親
法
人
（
会
社
法
第
八
百
七
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

イ

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」

と
い
う
。）が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
そ

の
親
法
人
（
会
社
法
第
八
百
七
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

２

第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る

も
の
と
す
る
。

２

第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
は
、
登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も

の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
登
録
の
更
新
）

（
登
録
の
更
新
）

第
四
十
条

第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に

よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

第
四
十
四
条

第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に

よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

（
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
四
十
一
条

講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件

並
び
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条

講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件

並
び
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
十
六
条
第
一
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
受
講
資
格
と

す
る
こ
と
。

一

第
四
十
条
第
一
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
受
講
資
格
と
す

る
こ
と
。

二
〜
九

（
略
）

二
〜
九

（
略
）

十

修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
四
十
に
よ
る
修
了
証
明
書
（
第
四
十
三
条
第
八
号
並
び

に
第
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
四
号
に
お
い
て
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）を
交
付
す
る
こ

と
。

十

修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
五
十
に
よ
る
修
了
証
明
書
（
第
四
十
七
条
第
八
号
並
び

に
第
五
十
三
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
四
号
に
お
い
て
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）を
交
付
す
る
こ

と
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
二
条

講
習
実
施
機
関
は
、
第
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

講
習
実
施
機
関
は
、
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
事
務
規
程
）

（
講
習
事
務
規
程
）

第
四
十
三
条

講
習
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
講
習
事
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
講
習
事

務
の
開
始
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。

第
四
十
七
条

講
習
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
講
習
事
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
講
習
事

務
の
開
始
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

財
務
諸
表
等
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
備
付
け
及
び

財
務
諸
表
等
に
係
る
第
四
十
五
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
（
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
備
付
け
及
び

財
務
諸
表
等
に
係
る
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る
事
項

十
一

第
四
十
九
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
講
習
事
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

第
五
十
三
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
講
習
事
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
二
〜
十
四

（
略
）

十
二
〜
十
四

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
八
条

（
略
）
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（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２

登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時

間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を

す
る
に
は
、
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
適
合
性
判
定
員
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時

間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を

す
る
に
は
、
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映

像
面
に
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

三

財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
（
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映

像
面
に
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

四

（
略
）

四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
適
合
命
令
）

（
適
合
命
令
）

第
四
十
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
第
三
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く

な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
第
四
十
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

（
改
善
命
令
）

第
四
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、講
習
実
施
機
関
が
第
四
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
事
務
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
事
務
の
方
法
そ
の

他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、講
習
実
施
機
関
が
第
四
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
事
務
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
事
務
の
方
法
そ
の

他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
四
十
八
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
講
習

実
施
機
関
に
係
る
第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
事
務
の
全
部
若
し
く

は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
講
習

実
施
機
関
に
係
る
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
十
八
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

一

第
四
十
二
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

二

第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
四
十
五
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

五

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

第
四
十
九
条
・
第
五
十
条

（
略
）

第
五
十
三
条
・
第
五
十
四
条

（
略
）

（
公
示
）

（
公
示
）

第
五
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

一

第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

二

第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四

第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
六
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ

た
と
き
。

四

第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ
た

と
き
。

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

第
五
十
二
条

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
六
条

法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
は
、
適
合
性
判
定
員
（
第
三
十
六
条
第
一
号
に
定
め
る
者
に

あ
っ
て
は
、
同
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
（
登

録
適
合
性
判
定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
る
。）の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保

計
画
に
関
す
る
書
類
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

一

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
は
、適
合
性
判
定
員（
第
四
十
条
第
一
号
に
定
め
る
者
に
あ
っ

て
は
、
同
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
（
登
録
適

合
性
判
定
員
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
宅
に
限
る
。）の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画

に
関
す
る
書
類
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）
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（
判
定
業
務
規
程
）

（
判
定
業
務
規
程
）

第
五
十
三
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
判
定

業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る

判
定
業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
一
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

２

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
判
定
業
務

規
程
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
二
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
係
る
建

築
物
の
区
分
そ
の
他
判
定
の
業
務
の
範
囲
に
関
す
る
事
項

三

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
を
行
う
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
に
係
る
特

定
建
築
物
の
区
分
そ
の
他
判
定
の
業
務
の
範
囲
に
関
す
る
事
項

四
〜
九

（
略
）

四
〜
九

（
略
）

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
財
務
諸
表
等
に
係
る
法
第
四
十
六
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る

事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
財
務
諸
表
等
に
係
る
法
第
五
十
四
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る

事
項

十
一

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
二
・
十
三

（
略
）

十
二
・
十
三

（
略
）

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
判
定
業
務
規
程

の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
十
二
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
判
定
業
務
規
程
を
判
定
の
業
務
を
行
う
全
て
の
事
務
所

で
業
務
時
間
内
に
公
衆
に
閲
覧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す
る
方
法
に
よ

り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
判
定
業
務
規
程
を
判
定
の
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
事
務

所
で
業
務
時
間
内
に
公
衆
に
閲
覧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す
る
方
法
に

よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
五
十
四
条

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録

さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

第
五
十
八
条

法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録

さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

第
五
十
五
条

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
う
ち
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条

法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
う
ち
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第

四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。）の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情

報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

一

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第

四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。）の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情

報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
帳
簿
）

（
帳
簿
）

第
五
十
六
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
条

法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
及
び
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
年
月
日

二

法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
提
出
を
受
け
た
年
月
日
及
び
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
年
月
日

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
及
び
第
五

十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
に
お
い
て

単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の

フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
判
定
の
業
務
の

全
部
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の

フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。



）を
、
判
定
の
業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
書
類
の
保
存
）

（
書
類
の
保
存
）

第
五
十
七
条

法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第

三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
類
（
第
三
条
第
四
項
後
段
又
は
第
四
条
第
二
項
後
段
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
条
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。）と
す
る
。

第
六
十
一
条

法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
判
定
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第

一
条
第
一
項
及
び
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
類
（
非
住
宅
部
分
に
限
る
。）と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
第
一
項
の
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ

た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て「
書
類
」と
い
う
。）

を
、
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
法
第
十
二
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
書
を
交
付
し
た
日
か
ら
十
五
年
間
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
第
一
項
の
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ

た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
書
類
」
と

い
う
。）を
、
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
二
条
第
三
項
又
は
法
第
十
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
書
を
交
付
し
た
日
か
ら
十
五
年
間
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

第
六
十
二
条

削
除

（
判
定
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

（
判
定
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
五
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
判
定

の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
十
三
に
よ
る
届
出

書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
三
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
判
定

の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
四
に
よ
る
届
出

書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
判
定
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

（
判
定
の
業
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
五
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
五
十
二
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
で
あ
っ
た
者
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
五

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
判
定
の
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
又
は
法
第
五
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
四
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
六
十
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
で
あ
っ
た
者
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
五

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
判
定
の
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
又
は
法
第
六
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

帳
簿
を
国
土
交
通
大
臣
に
、
書
類
を
所
轄
所
管
行
政
庁
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
を
国
土
交
通
大
臣
に
、
同
条
第
二
項
の
書
類
を
所
轄
所
管
行
政
庁
に
引
き

継
ぐ
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
二
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関

第
二
節

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
申
請
）

第
六
十
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
四
に
よ
る

申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
五
条

法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
十
五
に
よ

る
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
七
条
第
一
項
の
評
価
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
含
む
。）を
記
載
し
た
書
類

六

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
評
価
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
含
む
。）を
記
載
し
た
書
類
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七

申
請
者
が
法
第
三
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

七

申
請
者
が
法
第
四
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
市
町
村
の
長
の
証
明
書

八

申
請
者
が
法
第
三
十
七
条
第
三
号
及
び
法
第
五
十
四
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓

約
す
る
書
面

八

申
請
者
が
法
第
四
十
五
条
第
三
号
及
び
法
第
六
十
二
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓

約
す
る
書
面

九

（
略
）

九

（
略
）

十

評
価
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
者
が
法
第
五
十
六
条
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十

評
価
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
並
び
に
当
該
者
が
法
第
六
十
四
条
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
評
価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
評
価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
六
十
一
条

法
第
五
十
四
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
評
価
の

業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

第
六
十
五
条
の
二

法
第
六
十
二
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
評

価
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

第
六
十
二
条

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条

法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
公
示
事
項
）

（
公
示
事
項
）

第
六
十
三
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
六
十
七
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
六
十
四
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
十
五
に
よ
る
届
出
書
に
第
六
十
条
各
号
に
掲
げ
る
書

類
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
第
二

号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
六
に
よ
る
届
出
書
に
第
六
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る

書
類
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
た

だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
更
新
）

（
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
係
る
登
録
の
更
新
）

第
六
十
五
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
四
十
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
十
六
に
よ
る
申
請
書
に
第

六
十
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
第
二

号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
七
に
よ
る
申
請
書
に

第
六
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条

た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
六
十
一
条
及
び
第
六
十
二
条
の
規
定
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
登
録
の
更
新

を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
六
十
六
条
の
規
定
は
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
登
録
の
更
新
を
行
う
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
承
継
の
届
出
）

（
承
継
の
届
出
）

第
六
十
六
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
十
七
に
よ

る
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
十
八
に
よ
る

届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
八
に
よ
る
事
業
譲
渡
証
明
書
及
び
事
業
の
全
部
の
譲

渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

一

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
て
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の

地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
五
十
九
に
よ
る
事
業
譲
渡
証
明
書
及
び
事
業
の
全
部
の
譲

渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

二

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
十
九
に
よ
る
事
業
相
続
同
意
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本

二

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
六
十
に
よ
る
事
業
相
続
同
意
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本
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三

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、前
号
の
相
続
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、

別
記
様
式
第
五
十
に
よ
る
事
業
相
続
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本

三

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、前
号
の
相
続
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、

別
記
様
式
第
六
十
一
に
よ
る
事
業
相
続
証
明
書
及
び
戸
籍
謄
本

四

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
登
録

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書

四

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
登
録

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書

五

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
登
録

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
五
十
一
に

よ
る
事
業
承
継
証
明
書
、
事
業
の
全
部
の
承
継
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書

五

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
登
録

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
六
十
二
に

よ
る
事
業
承
継
証
明
書
、
事
業
の
全
部
の
承
継
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書

（
評
価
の
業
務
の
実
施
基
準
）

（
評
価
の
業
務
の
実
施
基
準
）

第
六
十
七
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
七
十
一
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
評
価
業
務
規
程
）

（
評
価
業
務
規
程
）

第
六
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記

様
式
第
五
十
二
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
二
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
評
価
業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

別
記
様
式
第
六
十
三
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

２

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十

三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
評
価
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六

十
四
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
財
務
諸
表
等
に
係
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十

六
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
財
務
諸
表
等
に
係
る
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十

四
条
第
二
項
各
号
の
請
求
の
受
付
に
関
す
る
事
項

十
一

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
評

価
の
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
評

価
の
業
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
二
・
十
三

（
略
）

十
二
・
十
三

（
略
）

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様

式
第
五
十
三
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
評
価
業
務
規
程
を
評
価
の
業
務
を
行
う
全
て
の
事
務
所

で
業
務
時
間
内
に
公
衆
に
閲
覧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す
る
方
法
に
よ

り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
評
価
業
務
規
程
を
評
価
の
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
事
務

所
で
業
務
時
間
内
に
公
衆
に
閲
覧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す
る
方
法
に

よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
六
十
九
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法

と
す
る
。

第
七
十
三
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法

と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
提
供
す
る
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

第
七
十
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
定
め
る

も
の
と
す
る
。

第
七
十
四
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
が
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請

求
者
」
と
い
う
。）の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

一

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請

求
者
」
と
い
う
。）の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
帳
簿
）

（
帳
簿
）

第
七
十
一
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
評
価
の
業
務

に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
五
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
評
価
の
業
務

に
関
す
る
事
項
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
及
び
第
七
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の

記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の

フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
七
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
同
号
に
掲
げ
る
行
為
が

完
了
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の

フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
七
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
同
号
に
掲
げ
る
行
為
が

完
了
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
類
の
保
存
）

（
書
類
の
保
存
）

第
七
十
二
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
評
価
の
業
務

に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
七
条
の
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
並
び
に
評
価

書
の
写
し
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

第
七
十
六
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
評
価
の
業
務

に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
九
条
の
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
並
び
に
評
価

書
の
写
し
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
第
一
項
の
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ

た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
七
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て
「
書
類
」
と
い
う
。）を
、

同
号
に
掲
げ
る
行
為
が
完
了
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
第
一
項
の
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ

た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
含
む
。
第
七
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
書
類
」
と
い
う
。）

を
、
同
号
に
掲
げ
る
行
為
が
完
了
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

第
七
十
七
条

削
除

（
評
価
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

（
評
価
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
七
十
三
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、別
記
様
式
第
五
十
四
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、別
記
様
式
第
六
十
六
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
評
価
の
業
務
の
引
継
ぎ
）

（
評
価
の
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
七
十
四
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
で
あ
っ
た
者
）
は
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
規
定

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
で
あ
っ
た
者
）
は
、
法
第
六
十
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

帳
簿
及
び
書
類
を
国
土
交
通
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

評
価
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
国
土
交
通
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）
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（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
評
価
の
手
数
料
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
評
価
の
手
数
料
）

第
七
十
五
条

法
第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入

印
紙
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ

て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
条

法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印

紙
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ
て

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
五
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
百
六
十
四
万
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
既
に
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
評
価
を
受
け
た
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る

建
築
物
に
係
る
軽
微
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
軽
微
な
変
更
後
の
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用

い
る
建
築
物
に
つ
い
て
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
の
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
四
十
一
万
円
と

す
る
。

２

法
第
六
十
七
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
百
六
十
四
万
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
既
に
法
第
六
十
六
条
の
国
土
交
通
大
臣
の
評
価
を
受
け
た
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物

の
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
四
十
一
万

円
と
す
る
。

第
五
章

建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
に
お
け
る
措
置

第
四
章
の
二

建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
に
お
け
る
措
置

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
）

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
）

第
七
十
六
条

法
第
六
十
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条
の
二

法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
設
備
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
内
の
建
築
物
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
設
備
に
係
る
説
明
）

（
建
築
物
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
区
域
内
の
建
築
物
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
設
備
に
係
る
説
明
）

第
七
十
七
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
建
築
物
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
設
備
に
つ
い
て
説
明
を
行
お
う
と
す
る
建
築
士
は
、
当
該
建
築
物
の
工
事
が
着
手
さ
れ
る
前
に
、

当
該
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
条
の
三

法
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
建
築
物
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
に
つ
い
て
説
明
を
行
お
う
と
す
る
建
築
士
は
、
当
該
建
築
物
の
工
事
が
着
手
さ
れ
る

前
に
、
当
該
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
面
の
記
載
事
項
）

（
書
面
の
記
載
事
項
）

第
七
十
八
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条
の
四

法
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
の
年
月
日

一

法
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
の
年
月
日

二
〜
六

（
略
）

二
〜
六

（
略
）

（
説
明
を
要
し
な
い
旨
の
意
思
の
表
明
）

（
説
明
を
要
し
な
い
旨
の
意
思
の
表
明
）

第
七
十
九
条

法
第
六
十
三
条
第
二
項
の
意
思
の
表
明
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
意
思
の
表
明
」と
い
う
。）は
、

当
該
建
築
物
の
建
築
に
係
る
設
計
を
行
う
建
築
士
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条
の
五

法
第
六
十
七
条
の
五
第
二
項
の
意
思
の
表
明
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
意
思
の
表
明
」

と
い
う
。）は
、
当
該
建
築
物
の
建
築
に
係
る
設
計
を
行
う
建
築
士
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
要
し
な
い
建
築
物
の
所
在
地

三

法
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
要
し
な
い
建
築
物
の
所
在
地

四

（
略
）

四

（
略
）

（
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
の
承
諾
等
）

（
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
の
承
諾
等
）

第
八
十
条

建
築
士
は
、
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
建
築
主
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
（
同
項
に
規
定
す
る

電
磁
的
方
法
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に

よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
条
の
六

建
築
士
は
、
法
第
六
十
七
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
建
築
主
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
（
同
項
に

規
定
す
る
電
磁
的
方
法
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁

的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
建
築
士
は
、
当
該
建
築
主
か
ら
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
電
磁
的
方

法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
建
築
主
に
対
し
、
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に

規
定
す
る
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
主
が
再
び
前
項
の

規
定
に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
建
築
士
は
、
当
該
建
築
主
か
ら
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
電
磁
的
方

法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
建
築
主
に
対
し
、
法
第
六
十
七
条
の
五
第
三

項
に
規
定
す
る
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
主
が
再
び
前

項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
電
磁
的
方
法
）

（
電
磁
的
方
法
）

第
八
十
一
条

法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

第
八
十
条
の
七

法
第
六
十
七
条
の
五
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

一

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

建
築
士
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
書
面
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
建
築
主
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
建
築
主
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る

提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

ロ

建
築
士
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
書
面
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
建
築
主
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
建
築
主
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備

え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
法
第
六
十
七
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法
に

よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
の
使
用
に

係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
六
章

雑
則

第
五
章

雑
則

（
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

（
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
八
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
計
画
書
、
通
知
書
若
し
く
は
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
図
書
の
う
ち
所
管
行
政

庁
が
認
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
書
類
に
明

示
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
で
あ
っ
て
、所
管
行
政
庁
が
定
め
る
も
の
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
一
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
計
画
書
、
通
知
書
、
届
出
書
若
し
く
は
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
図
書
の
う
ち

所
管
行
政
庁
が
認
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該

書
類
に
明
示
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
で
あ
っ
て
、
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
も
の
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
削
る
）

三

別
記
様
式
第
二
十
二
又
は
別
記
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
届
出
書

（
削
る
）

四

別
記
様
式
第
二
十
四
又
は
別
記
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
通
知
書

三

別
記
様
式
第
二
十
七
に
よ
る
申
請
書

五

別
記
様
式
第
三
十
三
に
よ
る
申
請
書

四

別
記
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
申
請
書

六

別
記
様
式
第
三
十
五
に
よ
る
申
請
書

（
削
る
）

七

別
記
様
式
第
三
十
七
に
よ
る
申
請
書

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
計
画
書
若
し
く
は
通
知
書
又
は
そ
の
添
付
図
書
の
う
ち
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
判
定
機
関
が
認
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
明
示
す
べ
き
事
項
を
記
録

し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
提
出
の
う
ち
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
定
め
る
も
の
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
計
画
書
若
し
く
は
通
知
書
又
は
そ
の
添
付
図
書
の
う
ち
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
判
定
機
関
が
認
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
明
示
す
べ
き
事
項
を
記
録

し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
提
出
の
う
ち
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
定
め
る
も
の
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関

が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
写
し
を
所
管
行
政
庁
に
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
所
管
行
政
庁
が
認
め
る
書
類
に
限
り
、
当
該
書
類
に
代
え
て
、
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
当
該
書
類
に
明
示
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
で
あ
っ
て
、
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
も
の
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
八
十
三
条

法
第
六
章
第
一
節
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
判
定
の
業
務
を
一
の
地
方

整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
う
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機

関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
五
条

第
四
項
、
法
第
四
十
八
条
、
法
第
四
十
九
条
、
法
第
五
十
条
第
一
項
及
び
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
権
限
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
八
十
二
条

法
第
六
章
第
一
節
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
判
定
の
業
務
を
一
の
地
方

整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
う
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機

関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
三
条

第
三
項
、
法
第
五
十
六
条
、
法
第
五
十
七
条
、
法
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
法
第
六
十
条
に
規
定
す
る
権
限
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

附

則

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
か
ら
第

三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条

か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
特
定
増
改
築
に
関
す
る
届
出
）

第
二
条

第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
、「
特
定
建
築
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
特
定
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
を
向
上
さ
せ
る
変
更
そ
の
他
の
変
更
後
の
特
定
増
改
築
に
係
る
特
定
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確

保
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
が
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
変
更
と
す
る
。

３

第
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
建
築
物
」
と
あ
る
の

は
、「
特
定
建
築
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機

関
の
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
四
」
と
、「
届
出
書
」と
あ
る
の
は「
通

知
書
」
と
、「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
建
築
物
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
国
等
の
機
関
の
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
十
三
」
と
あ
る

の
は
「
別
記
様
式
第
二
十
五
」
と
、「
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
届
出
書
」
と

あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
八
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
十
三
条
中
「
建
築
物
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
建
築
物
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

６

第
十
五
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

別
記
様
式
第
一

様
式
第
一

（
第
一
面
）

（
第
一
面
）

（
略
）

（
略
）

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
11条
第
１
項








（
同
法
第
14条
第
２
項








に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
提
出
し
ま

す
。
こ
の
計
画
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
12条
第
１
項








（
同
法
第
15条
第
２
項








に
お
い
て

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
提
出
し
ま

す
。
こ
の
計
画
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

（
略
）

（
略
）

（
第
三
条
第
一
項








関
係
）（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

（
第
一
条
第
一
項








関
係
）（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

（
第
二
面
）

（
第
二
面
）

［
建
築
主
等
に
関
す
る
事
項
］

［
建
築
主
等
に
関
す
る
事
項
］

【
１
．
建
築
主
】
（
略
）

【
１
．
建
築
主
】
（
略
）

【
２
．
代
理
者
】

【
２
．
代
理
者
】

【
イ
．
氏
名
】

【
ロ
．
勤
務
先
】

【
イ
．
資
格
】

（
）
建
築
士

（
）
登
録
第

号
【
ロ
．
氏
名
】

【
ハ
．
郵
便
番
号
】

【
ハ
．
建
築
士
事
務
所
名
】（

）
建
築
士
事
務
所
（

）
知
事
登
録
第

号
【
ニ
．
住
所
】

【
ホ
．
電
話
番
号
】

【
ニ
．
郵
便
番
号
】

【
ホ
．
所
在
地
】

【
ヘ
．
電
話
番
号
】

【
３
．
設
計
者
】
～
【
５
．
備
考
】
（
略
）

【
３
．
設
計
者
】
～
【
５
．
備
考
】
（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（第三面） （第三面）

建築物エネルギー消費性能確保計画 建築物エネルギー消費性能確保計画

［建築物


に関する事項］ ［建築物及びその敷地


に関する事項］

【１．地名地番】～【５．建築物の階数】 （略） 【１．地名地番】～【５．建築物の階数】 （略）

【６．建築物の用途】 【６．建築物の用途】 非住宅建築物 複合建築物

非住宅建築物 一戸建ての住宅 共同住宅等 複合建築物

【７．工事種別】～【12．備考】 （略） 【７．工事種別】～【12．備考】 （略）

（削る） （第四面）

      

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（
第
四
面
）








（
第
五
面
）








令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
削
る
）

（
第
六
面
）








令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（第五面）

      

（第七面）

      

（別紙）基準省令第１条第１項第２号イ


の基準又は基準省令第１条第１項第２号ロ


の基準を
用いる場合

（別紙）基準省令第１条第１項第２号イ


の基準又は基準省令第１条第１項第２号ロ


の基準を
用いる場合

（略） （略）
（注意） （注意）

１．各面共通関係 １．各面共通関係
 （略）  （略）


この様式において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次のとおりとします。 （新設）
 一戸建ての住宅 一棟の建築物からなる一戸の住宅
 共同住宅等 共同住宅、長屋その他の一戸建ての住宅以外の住宅

２．第一面関係 ２．第一面関係
 （略）  （略）


設計者氏名については、代表となる設計者の氏名を記載してください。 （新設）

３．第二面関係 ３．第二面関係
～ （略） ～ （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






 【３．設計者】


の欄は、代表となる設計者及び提出に係る建築物のエネルギー消費性能確


保計画に係る他の全ての設計者について記入してください。設計者


が建築士事務所に属して
いるときは、その名称を書き、建築士事務所に属していないときは、所在地は設計者


の住所

を書いてください。

 【２．代理者】及び【３．設計者】


の欄は、代理者又は設計者


が建築士事務所に属してい
るときは、その名称を書き、建築士事務所に属していないときは、所在地はそれぞれ代理者


又は設計者


の住所を書いてください。

（削る） 

【３．設計者】の欄は、代表となる設計者及び提出に係る建築物のエネルギー消費性能確
保計画に係る他のすべての設計者について記入してください。



（略） 


（略）

４． （略） ４． （略）
（削る） ５．


第四面関係
 付近見取図には、方位、道路及び目標となる地物を明示してください。
 配置図には、縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建築物の位置、計画に係る建築物
と他の建築物との別並びに敷地の接する道路の位置及び幅員を明示してください。

５．

第四面


関係 ６．

第五面


関係
 【１．非住宅部分の用途】の欄は、建築基準法施行規則（昭和25年建設省令第40号）別紙
の表の用途の区分に従い記入してください


。

 【１．非住宅部分の用途】の欄は、建築基準法施行規則（昭和25年建設省令第40号）別紙
の表の用途の区分に従い記入して下さい


。



【２．建築物の住戸の数】の欄は、第三面の【６．建築物の用途】で「共同住宅等」又は
「複合建築物」を選んだ場合のみ記載してください。

（新設）



【３．建築物


の床面積】の欄は、第三面の【７．工事種別】の欄の工事種別に応じ、新築


等に係る建築物


の床面積を記載してください


。増築又は改築の場合は、延べ面積を併せて記
載してください。「開放部分及び共用部分を除いた部分の床面積」は、第三面の【６．建築物


の用途】で「共同住宅等」又は「複合建築物」を選んだ場合のみ記載してください


。



【２．非住宅部分


の床面積】の欄は、第三面の【７．工事種別】の欄の工事種別に応じ、
非住宅部分


の床面積を記載して下さい


。増築又は改築の場合は、延べ面積を併せて記載して
下さい


。



【３．建築物


の床面積】の欄において、「床面積」は、単に建築物


の床面積をいい、「開放部
分を除いた部分の床面積」は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律施行令（平
成28年政令第８号。以下「令」という。）第３条


に規定する床面積をいい、「開放部分及び共用


部分を除いた部分の床面積」は、同条に規定する階又はその一部及び住宅部分のうち共用部

分を除いた部分の面積をいいます


。



【２．非住宅部分


の床面積】の欄において、「床面積」は、単に非住宅部分


の床面積をいい、
「開放部分を除いた部分の床面積」は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律
施行令（平成28年政令第８号。以下「令」という。）第４条第１項


に規定する床面積をいいま


す

。

（削る） 

【３．基準省令附則第３条又は令和４年改正基準省令附則第２項の適用の有無】の欄は、
該当するチェックボックスに「✓」マークを入れ、「有」の場合は計画に係る建築物の新築工
事の竣工年月日を記載してください。この欄において、「令和４年改正基準省令」は、建築物
エネルギー消費性能基準等を定める省令の一部を改正する省令（令和４年経済産業省令・国
土交通省令第３号）をいいます。

 【４．建築物


のエネルギー消費性能】の欄は、第三面の【６．建築物の用途】の欄におい


て選択した用途に応じて、イからニまでのいずれかについて、


以下の内容に従って記載して
ください。なお、イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いませ


ん。


 【４．非住宅部分


のエネルギー消費性能】の欄は、

以下の内容に従って記載してください。



 （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）及び（


一次エネルギー消費量に
関する事項）のそれぞれについて


、該当するチェックボックスに「✓」を入れた上で記載

してください。

 （

一次エネルギー消費量に関する事項）について


、該当するチェックボックスに「✓」

マークを入れた上で記載してください。



「外皮平均熱貫流率」及び「冷房期の平均日射熱取得率」については、それぞれの基準
値（基準省令第１条第１項第２号イの表に掲げる数値をいう。）と併せて記載してくださ
い。

（新設）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報








【ハ．共同住宅等】及び【ニ．複合建築物】の（住宅部分）の「基準一次エネルギー消
費量」、「設計一次エネルギー消費量」及び「ＢＥＩ」については、住宅（複合建築物の場
合は住宅部分。以下このにおいて同じ。）全体（住宅の増築又は改築をする場合にあって
は、当該増築又は改築をする住宅の部分全体）での数値を記載してください。

（新設）



「基準省令第１条第１項第２号イの基準」又は「基準省令第１条第１項第２号ロの
基準」を用いる場合は、別紙に詳細を記載してください。

（新設）



「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下この


及び

におい

て同じ。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合にお
ける当該基準一次エネルギー消費量（


において「引上げ前の基準一次エネルギー消費量」

という。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中「EST＝
｛（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋ESV＋ESL
＋ESW＋ESEV＋EM）×10－３」とします。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を
切り上げた数値としてください。



「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下この


及び

におい

て同じ。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合にお
ける当該基準一次エネルギー消費量（


において「引上げ前の基準一次エネルギー消費量」

という。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中「EST＝
｛（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋ESV＋ESL
＋ESW＋ESEV＋EM）×10－３」とします。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を
切り上げた数値としてください。



（略） 


（略）



第四面は、確認申請等他の制度の申請書の写しに必要事項を補って追加して記載した書面
その他の記載すべき事項の全てが明示された別の書面をもって代えることができます。

（新設）

（削る） ７．

第六面関係
 第六面は、第三面の【６．建築物の用途】の欄で「複合建築物」を選択した場合のみ記載
して下さい。
 【２．住宅部分の床面積】の欄は、第三面の【７．工事種別】の欄の工事種別に応じ、住
宅部分の床面積を記載して下さい。増築又は改築の場合は、延べ面積を併せて記載して下さ
い。
 【２．住宅部分の床面積】の欄において、「床面積」は、単に住宅部分の床面積をいい、「開
放部分を除いた部分の床面積」は、令第４条第１項に規定する床面積をいいます。
 【３．基準省令附則第２条の適用の有無】の欄は、いずれか該当するチェックボックスに
「✓」マークを入れてください。
 【４．基準省令附則第４条の適用の有無】の欄は、該当するチェックボックスに「✓」マー
クを入れ、「有」の場合は申請に係る建築物の新築工事の竣工年月日を記載してください。
 【５．住宅部分のエネルギー消費性能】の欄は、以下の内容に従って記載してください。
 （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）又は（一次エネルギー消費量に
関する事項）のそれぞれについて、該当するチェックボックスに「✓」マークを入れた上
で記載してください。
 「基準一次エネルギー消費量」、「設計一次エネルギー消費量」及び「ＢＥＩ」について
は、住宅部分全体での数値を記載してください。
 「基準省令第１条第１項第２号イの基準」又は「基準省令第１条第１項第２号ロの
基準」を用いる場合は、別紙に詳細を記載してください。
 「ＢＥＩ」は、設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基
準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）で除したものをいいます。
「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

 第六面は、確認申請等他の制度の申請書の写しに必要事項を補って追加して記載した書面
その他の記載すべき事項のすべてが明示された別の書面をもって代えることができます。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






６．

第五面


関係 ８．

第七面


関係
 第五面


は、第三面の【６．建築物の用途】の欄で「共同住宅等」又は「複合建築物」


を選
択した場合に、住戸ごとに作成してください。

 第七面


は、第三面の【６．建築物の用途】の欄で「複合建築物」


を選択した場合に、住戸
ごとに作成してください。

 （略）  （略）
 【４．住戸のエネルギー消費性能】の欄は、以下の内容に従って記載してください。  【４．住戸のエネルギー消費性能】の欄は、以下の内容に従って記載してください。
・ （略） ・ （略）
 「基準省令第１条第１項第２号イ


の基準」又は「基準省令第１条第１項第２号ロ


の

基準」を用いる場合は、別紙に詳細を記載してください。
 「基準省令第１条第１項第２号イ


の基準」又は「基準省令第１条第１項第２号ロ


の

基準」を用いる場合は、別紙に詳細を記載してください。
 （略）  （略）
 第五面


は、確認申請等他の制度の申請書の写しに必要事項を補うこと、複数の住戸に関す
る情報を集約して記載すること等により記載すべき事項の全てが明示された別の書面をもっ
て代えることができます。

 第七面


は、確認申請等他の制度の申請書の写しに必要事項を補うこと、複数の住戸に関す
る情報を集約して記載すること等により記載すべき事項の全てが明示された別の書面をもっ
て代えることができます。

７．

別紙関係 ９．


別紙関係

 １欄は、共同住宅等又は複合建築物については、その


住戸に係る措置について、住戸ごと
に記入してください。なお、計画に係る住戸の数が二以上である場合は、当該各住戸に関し
て記載すべき事項の全てが明示された別の書面をもって代えることができます。共同住宅等


又は複合建築物の増築又は改築については、１欄の措置のうち、記載しないものについては

削除して構いません。


 １欄は、複合建築物の


住戸に係る措置について、住戸ごとに記入してください。なお、計
画に係る住戸の数が二以上である場合は、当該各住戸に関して記載すべき事項の全てが明示
された別の書面をもって代えることができます。



～ （略） ～ （略）
様式第二（第四条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第二（第二条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

（略） （略）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第11条第２項


（同法第14条第２項


において

読み替えて適用する場合を含む。）の規定により、変更後の建築物エネルギー消費性能確保計画を
提出します。この計画書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第２項


（同法第15条第２項


において
読み替えて適用する場合を含む。）の規定により、変更後の建築物エネルギー消費性能確保計画を
提出します。この計画書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

【計画を変更する建築物の直前の建築物エネルギー消費性能適合性判定】 【計画を変更する建築物の直前の建築物エネルギー消費性能適合性判定】
【適合判定通知書番号】 第 号 【適合判定通知書番号】 第 号
【適合判定通知書交付年月日】 年 月 日 【適合判定通知書交付年月日】 年 月 日
【適合判定通知書交付者】 【適合判定通知書交付者】
【計画変更の概要】 【計画変更の対象の範囲】

建築物全体
建築物の一部（非住宅部分）
建築物の一部（住宅部分）

【計画変更の概要】
（略） （略）

（注意） （注意）
１．第二面から第五面


までとして別記様式第一の第二面から第五面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
１．第二面から第七面


までとして別記様式第一の第二面から第七面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
２． （略） ２． （略）

令
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
年

月


日
金
曜
日
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外
第



号
)
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




様式第三（第六条第一項第一号


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第三（第四条第一項第一号


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第11条第３項


の規定による

適合判定通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第３項


の規定による

適合判定通知書
（略） （略）

下記による計画書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画


は、建築物のエネルギー消費性
能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しているこ
とを通知します。

下記による計画書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画（非住宅部分に係る部分に限


る。

）は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネル

ギー消費性能基準に適合していることを通知します。
（略） （略）

様式第四（第六条第一項第二号


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第四（第四条第一項第二号


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第11条第３項


の規定による

適合しない旨の通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第３項


の規定による

適合しない旨の通知書
（略） （略）

別添の計画書及び添付図書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画


は、下記の理由により
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費
性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知します。

別添の計画書及び添付図書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画（非住宅部分に係る部


分に限る。


）は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１
項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知し
ます。

（略） （略）
様式第五（第六条第二項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第五（第四条第二項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第11条第４項


の規定による
期間を延長する旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第４項


の規定による
期間を延長する旨の通知書

（略） （略）
下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第


11条第３項


に規定する期間内に同項の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内において同
項の期間を延長することを、同条第４項の規定により通知します。

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第


12条第３項


に規定する期間内に同項の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内において同
項の期間を延長することを、同条第４項の規定により通知します。

（略） （略）
様式第六（第六条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第六（第四条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第11条第５項


の規定による
適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第５項


の規定による
適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

（略） （略）
下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第
２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができな
いので、同法第11条第５項


の規定により通知します。

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第
２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができな
いので、同法第12条第５項


の規定により通知します。

（略） （略）
様式第七（第七条第一項第一号


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第七（第五条第一項第一号


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


の規定により
読み替えて適用される同法第11条第３項


の規定による

適合判定通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


の規定により
読み替えて適用される同法第12条第３項


の規定による

適合判定通知書
（略） （略）

下記による計画書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画


は、建築物のエネルギー消費性
能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しているこ
とを通知します。

下記による計画書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画（非住宅部分に係る部分に限


る。

）は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネル

ギー消費性能基準に適合していることを通知します。
（略） （略）
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



様式第八（第七条第一項第二号


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第八（第五条第一項第二号


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


の規定により

読み替えて適用される同法第11条第３項


の規定による
適合しない旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


の規定により
読み替えて適用される同法第12条第３項


の規定による

適合しない旨の通知書
（略） （略）

別添の計画書及び添付図書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画


は、下記の理由により
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費
性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知します。

別添の計画書及び添付図書に記載の建築物エネルギー消費性能確保計画（非住宅部分に係る部


分に限る。


）は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１
項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知し
ます。

（略） （略）
様式第九（第七条第二項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第九（第五条第二項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


において
読み替えて適用する同法第11条第４項


の規定による

期間を延長する旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


において
読み替えて適用する同法第12条第４項


の規定による

期間を延長する旨の通知書
（略） （略）

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第


14条第２項


において読み替えて適用する同法第11条第３項


に規定する期間内に同項の通知書を交
付できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第４項の規定に
より通知します。

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第


15条第２項


において読み替えて適用する同法第12条第３項


に規定する期間内に同項の通知書を交
付できないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第４項の規定に
より通知します。

（略） （略）
様式第十（第七条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十（第五条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


において
読み替えて適用する同法第11条第５項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


において
読み替えて適用する同法第12条第５項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書
（略） （略）

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第
２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができな
いので、同法第14条第２項


において読み替えて適用する同法第11条第５項


の規定により通知しま

す。

下記による計画書は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第
２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができな
いので、同法第15条第２項


において読み替えて適用する同法第12条第５項


の規定により通知しま

す。
（略） （略）

様式第十一（第九条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十一（第七条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
（第一面） （第一面）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第２項


の規定による計画通知書 建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第２項


の規定による計画通知書
（略） （略）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第２項


（同法第14条第２項


において
読み替えて適用する場合を含む。）の規定により建築物エネルギー消費性能確保計画を通知しま
す。

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第２項


（同法第15条第２項


において
読み替えて適用する場合を含む。）の規定により建築物エネルギー消費性能確保計画を通知しま
す。

（略） （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（注意） （注意）
１．第二面から第五面


までとして別記様式第一の第二面から第五面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
１．第二面から第七面


までとして別記様式第一の第二面から第七面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
２． （略） ２． （略）
様式第十二（第九条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十二（第七条第一項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

（第一面） （第一面）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第３項


の規定による計画変更通知書 建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第３項


の規定による計画変更通知書

（略） （略）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第３項


（同法第14条第２項


において

読み替えて適用する場合を含む。）の規定により建築物エネルギー消費性能確保計画を通知しま
す。

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第３項


（同法第15条第２項


において
読み替えて適用する場合を含む。）の規定により建築物エネルギー消費性能確保計画を通知しま
す。

【計画を変更する建築物の直前の建築物エネルギー消費性能適合性判定】 【計画を変更する建築物の直前の建築物エネルギー消費性能適合性判定】
【適合判定通知書番号】 第 号 【適合判定通知書番号】 第 号
【適合判定通知書交付年月日】 年 月 日 【適合判定通知書交付年月日】 年 月 日
【適合判定通知書交付者】 【適合判定通知書交付者】
【計画変更の概要】 【計画変更の対象の範囲】

建築物全体
建築物の一部（非住宅部分）
建築物の一部（住宅部分）

【計画変更の概要】
（略） （略）

（注意） （注意）
１．第二面から第五面


までとして別記様式第一の第二面から第五面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
１．第二面から第七面


までとして別記様式第一の第二面から第七面


までに記載すべき事項を記載

した書類を添えてください。
２． （略） ２． （略）
様式第十三（第九条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十三（第七条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第４項


の規定による
適合判定通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第４項


の規定による
適合判定通知書

（略） （略）
下記の計画


は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築

物エネルギー消費性能基準に適合していることを通知します。
下記の計画（非住宅部分に係る部分に限る。


）は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す

る法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合していることを通知します。
（略） （略）

様式第十四（第九条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十四（第七条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第４項


の規定による

適合しない旨の通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第４項


の規定による

適合しない旨の通知書
（略） （略）

別添の計画通知書及び添付図書に記載の計画

は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性

能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しないもの
であると判定しましたので、通知します。

別添の計画通知書及び添付図書に記載の計画（非住宅部分に係る部分に限る。


）は、下記の理由
により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネル
ギー消費性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知します。

（略） （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






様式第十五（第九条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十五（第七条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第５項


の規定による

期間を延長する旨の通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第５項


の規定による

期間を延長する旨の通知書
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第


４項

に規定する期間内に同項の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内において同項の期

間を延長することを、同条第５項の規定により通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第


４項

に規定する期間内に同項の通知書を交付できないので、下記期間の範囲内において同項の期

間を延長することを、同条第５項の規定により通知します。
（略） （略）

様式第十六（第九条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十六（第七条第三項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第12条第６項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第13条第６項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第
１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができないの
で、同法第12条第６項


の規定により通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第
１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができないの
で、同法第13条第６項


の規定により通知します。

（略） （略）
様式第十七（第九条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十七（第七条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


の規定により
読み替えて適用される同法第12条第４項


の規定による適合判定通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


の規定により
読み替えて適用される同法第13条第４項


の規定による適合判定通知書

（略） （略）
下記の計画


は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築

物エネルギー消費性能基準に適合していることを通知します。
下記の計画（非住宅部分に係る部分に限る。


）は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す

る法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合していることを通知します。
（略） （略）

様式第十八（第九条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十八（第七条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


の規定により

読み替えて適用される同法第12条第４項


の規定による適合しない旨の通知書
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


の規定により

読み替えて適用される同法第13条第４項


の規定による適合しない旨の通知書
（略） （略）

別添の計画通知書及び添付図書に記載の計画

は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性

能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合しないもの
であると判定しましたので、通知します。

別添の計画通知書及び添付図書に記載の計画（非住宅部分に係る部分に限る。


）は、下記の理由
により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第１項第３号の建築物エネル
ギー消費性能基準に適合しないものであると判定しましたので、通知します。

（略） （略）
様式第十九（第九条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第十九（第七条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


において
読み替えて適用する同法第12条第５項


の規定による期間を延長する旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


において
読み替えて適用する同法第13条第５項


の規定による期間を延長する旨の通知書

（略） （略）
下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第


２項

において読み替えて適用する同法第12条第４項


に規定する期間内に同項の通知書を交付でき

ないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第５項の規定により通
知します。

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第


２項

において読み替えて適用する同法第13条第４項


に規定する期間内に同項の通知書を交付でき

ないので、下記期間の範囲内において同項の期間を延長することを、同条第５項の規定により通
知します。

（略） （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






様式第二十（第九条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第二十（第七条第四項


関係）（日本産業規格Ａ列４番）
建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第14条第２項


において

読み替えて適用する同法第12条第６項


の規定による
適合するかどうかを決定することができない旨の通知書

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


において
読み替えて適用する同法第13条第６項


の規定による

適合するかどうかを決定することができない旨の通知書
（略） （略）

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第
１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができないの
で、同法第14条第２項


において読み替えて適用する同法第12条第６項


の規定により通知します。

下記の計画は、下記の理由により建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第２条第
１項第３号の建築物エネルギー消費性能基準に適合するかどうかを決定することができないの
で、同法第15条第２項


において読み替えて適用する同法第13条第６項


の規定により通知します。

（略） （略）
様式第二十一（第十二条


関係）（日本産業規格Ａ列７番） 様式第二十一（第十条


関係）（日本産業規格Ａ列７番）

（表） （表）

年 月 日交付第 号（ 年 月 日限り有効） 年 月 日交付第 号（ 年 月 日限り有効）

職 名 氏 名 生 年 月 日 職 名 氏 名 生 年 月 日

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律第15条第２項


の規定による 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律第17条第２項


の規定による
立 入 検 査 証 立 入 検 査 証

（所管行政庁名） 印 （所管行政庁名） 印

（裏） （裏）

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律


抜粋 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律


抜粋
第15条


所管行政庁は、第13条


の規定の施行に必要な限度において、建築主等に対し、第


10条第１項の規定により建築物エネルギー消費性能基準に適合させなければならない建

築物

の建築物エネルギー消費性能基準への適合に関する事項に関し報告させ、又はその

職員に、当該建築物


若しくはその工事現場に立ち入り、当該建築物


、建築設備、建築材
料、書類その他の物件を検査させることができる。ただし、住居に立ち入る場合におい
ては、あらかじめ、その居住者の承諾を得なければならない。

第17条


所管行政庁は、第14条又は前条


の規定の施行に必要な限度において、建築主等に
対し、特定建築物


の建築物エネルギー消費性能基準への適合に関する事項に関し報告さ

せ、又はその職員に、特定建築物


若しくはその工事現場に立ち入り、特定建築物


、建築
設備、建築材料、書類その他の物件を検査させることができる。ただし、住居に立ち入
る場合においては、あらかじめ、その居住者の承諾を得なければならない。

２・３ （略） ２・３ （略）
第72条


次の各号のいずれかに該当する場合には、その違反行為をした者は、


50万円以下
の罰金に処する。

第75条


次の各号のいずれかに該当する者は、


50万円以下の罰金に処する。

一 第15条第１項、第23条第４項、第26条第４項若しくは第28条第４項


の規定による報
告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又はこれらの規定による検査を拒み、妨げ、若
しくは忌避したとき。



一 第17条第１項、第21条第１項、第30条第４項、第33条第４項若しくは第43条第１項

の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又はこれらの規定による検査を
拒み、妨げ、若しくは忌避した者



令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（削る） 様式第二十二

       

（第十二条第一項及び附則第二条第一項関係）（日本産業規格Ａ列４番）
令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


